
日
本
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
国
策
移
民
事
業
の
特
質

i
熊
本
県
と
北
海
道
を
事
例
に

坂

口

満

宏

日本におけるブラジル国策移民事業の特質（坂口）

【
要
約
】
　
こ
こ
に
い
う
国
策
移
民
事
業
と
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
日
本
政
府
が
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
植
民
を
奨
励
す
る
た
め
進
め
た
、

渡
航
費
補
助
や
支
度
金
支
給
な
ど
の
　
連
の
施
策
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
か
ら
～
九
三
四
年
ま
で
の
七
年
間
は
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
最
盛
期
で
、
こ

の
間
に
九
万
人
余
り
の
日
本
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
で
は
、
い
つ
・
ど
こ
か
ら
・
何
人
の
人
び
と
が
日
本
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ

て
い
っ
た
の
か
。
本
稿
の
課
題
は
こ
う
し
た
移
民
の
「
源
流
」
を
特
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
は
『
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
匝
の
悉
皆
調
査
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
政
府
か
ら
の
渡
航
費
補
助
を
受
け
た
家
族
移
民
の
聖
賢
地
を
解
析
し
、
そ
の
全
国
的
な
分
布
を
図
解
す
る
。
つ
い
で
移
民

卓
越
地
域
の
事
例
と
し
て
能
…
本
県
と
北
海
道
を
と
り
あ
げ
、
熊
本
県
で
は
高
い
小
作
料
に
苦
し
ん
だ
八
代
郡
の
干
拓
地
帯
か
ら
、
北
海
道
で
は
冷
害
に
よ

る
凶
作
被
害
を
う
け
た
道
東
や
道
中
の
町
村
か
ら
多
く
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
が
出
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
　
　
史
林
九
七
巻
一
号
　
一
δ
一
四
年
…
月

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
の
目
的
は
、
日
本
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
国
策
移
民
事
業
の
地
域
的
展
開
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
は
国
策
移
民
事
業
に
関
す
る
諸
施
策
を
概
観
し
、
本
稿
が
あ
つ
か
う
時
代
の
歴
史
的
背
景
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。

日
本
政
府
と
ハ
ワ
イ
王
国
と
の
契
約
に
よ
る
官
約
移
民
と
北
海
道
へ
の
移
民
奨
励
策
を
除
け
ば
、
日
本
政
府
に
よ
る
移
民
政
策
は
常
に
消
極
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的
だ
っ
た
。
そ
れ
が
積
極
策
へ
と
転
じ
て
い
く
の
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
、
南
洋
群
島
を
得
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
　
鵬



政
策
は
内
務
省
が
主
導
す
る
農
村
の
貧
困
問
題
対
策
や
人
口
問
題
へ
の
対
策
と
結
び
つ
き
、
単
に
外
貨
の
獲
得
を
目
的
と
し
た
出
稼
ぎ
労
働
者

の
送
り
出
し
（
す
な
わ
ち
移
民
）
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
の
未
開
拓
地
を
入
手
し
、
そ
こ
に
相
当
数
の
日
本
人
を
入
植
さ
せ
る
こ
と
（
す
な
わ
ち

植
民
）
も
進
め
る
こ
と
で
、
帝
国
日
本
へ
の
資
源
供
給
地
を
も
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
を
主
と
す
る
南
米
諸
国
と
南
洋
群
島
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
新
た
な
移
植
民
送
出
先
と
定
め
た
政
府
は
、
一
九
一
七
年
に
既
存
移
民
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

社
の
統
合
に
着
手
し
、
新
た
に
海
外
興
業
株
式
会
社
（
以
下
、
草
野
）
を
設
立
さ
せ
た
。
政
府
や
東
洋
拓
殖
会
社
か
ら
金
融
支
援
を
受
け
た
海

興
は
、
伯
刺
西
爾
移
民
組
合
を
合
併
し
た
一
九
二
〇
年
か
ら
、
日
南
産
業
に
吸
収
さ
れ
業
務
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
四
〇
年
代
に
い
た
る

ま
で
、
移
植
民
の
送
り
出
し
を
取
扱
う
唯
一
の
企
業
と
な
っ
た
。

　
｝
九
二
一
年
に
内
務
省
社
会
局
が
設
置
さ
れ
る
と
、
同
局
が
国
内
の
失
業
問
題
や
社
会
問
題
対
策
と
と
も
に
移
植
民
政
策
を
推
し
進
め
る
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

庁
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
日
本
の
国
策
移
民
事
業
は
急
速
に
制
度
化
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
こ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
主
要
な
移
民
送
出
府
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
は
知
事
を
会
長
と
す
る
海
外
協
会
が
組
織
さ
れ
、
移
植
民
送
出
に
む
け
た
啓
発
活
動
と
募
集
を
担
う
団
体
と
な
っ
た
。

　
内
務
省
社
会
局
は
、
ま
ず
一
九
一
ご
二
年
、
海
興
に
「
手
数
料
全
廃
報
奨
金
」
と
し
て
大
人
一
人
あ
た
り
三
五
円
を
国
費
か
ら
補
填
す
る
と
し
、

翌
二
四
年
に
は
満
＝
一
歳
以
上
の
移
民
一
入
に
対
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
ま
で
の
船
賃
二
〇
〇
円
を
補
助
（
年
齢
に
応
じ
て
減
額
）
す
る
と
し
た
。
一
九

二
八
年
に
は
神
戸
に
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
者
を
対
象
と
し
た
国
立
の
移
民
収
容
所
（
一
九
三
二
年
に
移
民
教
養
所
と
改
称
）
を
設
置
し
、
乗
船
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

滞
在
費
を
国
費
で
賄
う
こ
と
と
し
た
。
～
九
二
九
年
に
は
南
米
・
南
洋
へ
の
移
植
民
事
業
を
主
管
す
る
官
庁
と
し
て
拓
務
省
が
新
設
さ
れ
、
一

九
三
二
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
行
き
移
植
民
を
対
象
に
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
の
一
環
と
し
て
「
支
度
金
」
の
支
給
が
始
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
一

連
の
国
策
移
民
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
従
来
、
多
額
の
借
金
を
か
か
え
て
い
た
が
た
め
渡
航
準
備
す
ら
困
難
だ
っ
た
貧
困
層
に
も
ブ
ラ
ジ
ル
へ

移
住
す
る
機
会
が
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
〇
八
年
か
ら
四
〇
年
ま
で
の
三
三
年
間
で
日
本
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
し
た
人
び
と
の
数
は
お
よ
そ
一
八
万
七
〇
〇
〇
人
あ
ま
り
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
半
数
に
あ
た
る
九
万
人
余
り
は
一
九
二
八
年
か
ら
三
四
年
前
で
の
七
年
間
に
集
中
し
て
い
た
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
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時
期
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
が
集
中
し
た
の
か
。
そ
の
要
困
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
一
連
の
移
植
民
奨
励
策
に

よ
る
も
の
と
制
度
面
か
ら
説
明
す
る
に
と
ど
ま
り
、
移
民
を
多
数
輩
出
す
る
に
い
た
っ
た
地
域
の
歴
史
的
な
背
景
や
社
会
的
経
済
的
な
要
因
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
て
論
及
す
る
こ
と
は
、
沖
縄
県
な
ど
の
数
年
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
い
つ
・
ど
こ
か
ら
・
ど
れ
だ
け
の
人
び
と
が
、
な
ぜ
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
民
し
た
の
か
一
こ
の
最
も
素
朴
な
設
問
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が

本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
ま
ず
は
移
民
の
送
出
を
一
手
に
担
っ
た
海
外
興
業
株
式
会
社
が
作
成
し
た
移
民
船
ご
と
の
『
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
』

の
悉
皆
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
内
務
省
社
会
局
か
ら
渡
航
費
補
助
を
う
け
た
家
族
移
民
の
総
数
と
輩
出
地
を
明
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
、
そ
の
全
国
的
な
分
布
と
変
遷
状
況
を
図
解
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
の
う
え
で
移
民
卓
越
地
域
の
具
体
例
と
し
て
熊
本
県
と
北
海
道
を
と

り
あ
げ
、
移
畏
を
多
数
輩
出
し
た
町
村
の
特
定
と
そ
の
家
族
数
・
移
民
数
の
確
定
を
お
こ
な
い
、
移
民
輩
出
の
歴
史
的
背
景
を
考
え
る
こ
と
と

す
る
。

　
総
じ
て
本
稿
は
、
『
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
鳳
と
い
う
基
本
資
料
の
悉
皆
調
査
を
通
じ
て
、
移
民
の
「
源
流
」
を
特
定
す
る
試
み
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
基
礎
的
事
実
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
、
既
存
の
地
域
史
や
市
町
村
史
砺
究
の
な
か
に
見
え
隠
れ
し
て
い
た
「
移
民
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

存
在
を
浮
き
彫
り
に
し
、
「
移
民
」
と
い
う
視
点
か
ら
地
域
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
可
能
性
を
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。

①
海
外
興
業
株
式
会
社
の
成
立
と
そ
の
経
営
実
態
に
つ
い
て
は
、
黒
瀬
郁
二
『
東

　
洋
拓
殖
会
社
　
日
本
帝
国
主
義
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇

　
〇
三
年
）
第
六
章
＝
九
二
〇
年
代
の
対
南
米
・
南
洋
投
資
」
を
参
照
。

②
飯
窪
秀
樹
＝
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
内
務
省
社
会
局
の
海
外
移
民
奨
励
策
」

　
（
『
歴
史
と
経
済
』
一
八
一
号
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

③
坂
口
満
宏
「
誰
が
移
民
を
送
り
出
し
た
の
か
一
環
太
平
洋
に
お
け
る
霞
本
人

　
の
国
際
移
動
・
概
観
1
」
（
欄
立
命
館
言
語
文
化
研
究
㎞
第
｛
＝
巻
第
四
号
、
二

　
〇
一
〇
年
）
五
九
～
六
一
頁
。

④
黒
田
公
男
「
神
戸
移
民
収
容
所
ノ
ー
ト
」
（
『
移
住
研
究
』
第
二
～
号
、
～
九
八

　
四
年
V
参
照
。

⑤
石
川
友
紀
「
日
本
出
土
罠
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
ー
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
を

　
事
例
に
」
（
丸
山
浩
明
編
著
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
－
百
年
の
軌
跡
i
㎞
明

　
石
墨
店
、
二
〇
一
〇
年
）
　
～
○
　
頁
な
ら
び
に
一
〇
三
頁
の
表
庭
に
よ
る
。

⑥
具
志
州
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
具
志
川
市
史
』
第
四
巻
移
民
・
出
稼
ぎ
論
考

　
編
（
具
志
川
市
教
育
委
員
会
、
一
～
○
〇
二
年
）
な
ど
は
、
移
民
名
簿
を
作
成
し
、

　
渡
航
状
況
を
年
次
別
に
掘
聾
し
出
移
民
の
実
態
を
深
く
掘
り
下
げ
た
先
駆
的
研
究

　
と
い
え
る
。

⑦
こ
こ
に
い
う
門
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
㎞
と
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
「
近
代
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デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
配
信
す
る
デ
ジ
タ
ル
図
書
資

料
の
一
つ
で
、
一
九
〇
八
年
の
皇
国
殖
民
合
資
会
社
取
扱
拙
掌
一
回
伯
刺
西
爾
移

民
渡
航
者
名
簿
』
か
ら
海
外
興
業
株
式
会
社
が
取
り
扱
っ
た
一
九
四
一
年
六
月
二

二
日
『
第
三
〇
六
回
伯
刺
西
爾
行
移
住
者
名
簿
』
に
い
た
る
ま
で
の
す
べ
て
の
名

簿
の
総
称
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
か
ら
国
策
移
住
期
を
対
象
と
す
る
本
稿
で
は
、

一
九
二
七
年
一
月
二
九
日
『
第
七
七
回
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
㎏
～
一
九
四
〇
年

七
月
一
六
日
『
第
三
〇
〇
図
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
』
を
デ
ー
タ
収
集
の
底
本
と

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
名
簿
に
は
旅
券
番
号
、
渡
航
許
可
年
月
日
、
家
長
と
の
関
係
、
氏
名
、

　
職
業
、
原
籍
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
移
民
取
扱
人
、
日
本
を
出
た
年
月
日
、
渡
航

　
先
と
い
っ
た
移
民
～
入
ひ
と
り
の
情
報
が
漏
れ
な
く
記
載
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
・

　
誰
が
・
何
歳
で
・
ど
こ
か
ら
移
民
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
の
か
と
い
う
基
本

　
情
報
を
知
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

⑧
移
民
の
「
源
流
」
を
探
る
こ
と
の
必
要
性
と
研
究
方
法
に
つ
い
て
は
、
坂
ロ
満

　
宏
「
出
移
民
研
究
の
課
題
と
方
法
－
一
九
三
〇
年
代
の
福
島
県
を
申
心
に

　
一
」
（
鞠
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
　
史
学
編
』
第
＝
号
、

　
二
〇
＝
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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一

国
策
移
民
事
業
の
数
量
的
把
握

（
1
）
　
自
費
家
族
移
民
と
補
助
家
族
移
民

　
一
般
の
農
民
が
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
働
く
契
約
移
民
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
る
に
は
、
夫
婦
と
満
一
二
歳
以
上
の
大
人
を
含
む
三
人
以
上
か
ら

な
る
家
族
を
構
成
す
る
こ
と
が
基
本
条
件
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
内
務
省
の
渡
航
費
補
助
を
受
け
る
に
は
、
純
農
業
者
で
あ
り
、
な
お
か
つ
町
村

長
に
渡
航
費
を
調
達
す
る
資
力
が
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
条
件
を
満
た
し
て
渡
航
費
補
助
を
受
け
た
も
の

を
補
助
家
族
移
民
と
い
い
、
補
助
を
受
け
な
か
っ
た
も
の
ま
た
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
自
費
家
族
移
民
ま
た
は
自
費
植
民
と

　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
っ
た
。
無
論
こ
の
ほ
か
に
も
夫
婦
移
民
、
単
独
移
民
、
呼
寄
せ
移
民
、
再
渡
航
移
民
や
イ
グ
ア
ペ
行
家
族
植
民
、
海
外
移
住
組
合
、
南
米
拓

殖
会
社
、
ア
マ
ゾ
ン
興
業
に
よ
る
植
民
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
も
の
が
い
た
が
、
そ
の
割
合
は
全
体
の
二
割
に
満
た
な
か
っ
た
。

　
図
1
は
海
路
が
扱
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
行
き
移
民
（
以
下
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
と
す
る
）
の
う
ち
、
一
九
二
七
年
一
月
二
九
日
神
戸
出
帆
の
第
七
七
回

か
ら
一
九
四
〇
年
七
月
一
六
日
出
帆
の
第
三
〇
〇
回
ま
で
の
自
費
家
族
移
民
と
補
助
家
族
移
民
の
累
計
十
一
万
二
〇
四
一
人
を
道
府
県
別
に
示
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図1　海外興業取扱道府県別ブラジル行自費・補助移民の累計（1927～1940年）

〔典拠〕国立国会図書館「近代デジタルライブラリ」海外興業取扱r伯刺西爾行移民名簿j各

　　　回より集計して作成。

　　　　海外興業取扱移民のうち，第77回（1927年1月29日）～第300回（1940年7月16日）

　　　をもとに，第77回（1927年1月29日）～第97回（1928年3月17日）までは道府県別

　　　　「自費家族移民」の累計数第98回（1928年4月2日）～第300回（1940年7月16日）

　　　については道府県別内務省社会局（1929年7月からは拓務省）「補助家族移民」の累

　　　計を示した。
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　　　図2　便船別渡航者総：数と補助家族移民総数の推移（1927～1940年）

〔典拠〕国立国会図書館「近代デジタルライブラリ」海外興業取扱r伯刺西爾行移民名簿』各

　　　回より集計して作成。

　　　　海外興業取扱移民のうち，第77回（1927年1月29日）～第300回（1940年7月16日）

　　　をもとに，各便船ごとの渡航者総数と補助家族移民総数の内訳を図示した。ただし第

　　　77回（1927年1月29日置～第97回（1928年3月17日）までは各道府県の「自費家族移

　　　民」数第98回（1928年4月2日）～第300回（1940年7月16日）は各道府県の内務省

　　　社会局（1929年7月からは拓務省）「補助家族移民」数である。
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③

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
移
民
累
計
の
第
一
位
は
熊
本
県
（
一
万
二
七
七
〇
人
）
、
第
二
位
北
海
道
（
九
二
七
二
人
）
、
第
三
位
福
岡
県

（
八
～
三
七
人
）
、
第
四
位
福
島
県
（
七
二
五
四
人
）
、
第
五
位
広
島
県
（
六
九
二
二
人
）
と
な
っ
た
。
大
方
の
予
想
通
り
、
熊
本
、
福
岡
、
広
島
と

い
っ
た
移
民
卓
越
県
が
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
北
海
道
や
福
島
県
が
上
位
に
入
っ
て
い
る
こ
と
に
奇
異
を
お
ぼ
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
つ
ぎ
に
同
期
間
に
お
け
る
便
船
別
渡
航
者
総
数
と
補
助
家
族
移
民
総
数
の
推
移
を
見
た
も
の
が
図
2
で
あ
る
。
図
に
見
る
よ
う
に
、
少
な
く

と
も
一
九
二
七
年
一
月
か
ら
二
八
年
三
月
ま
で
の
間
、
政
府
に
よ
る
渡
航
費
補
助
を
受
け
た
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

　
内
務
省
に
よ
る
渡
航
費
補
助
は
、
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
で
の
被
災
者
＝
○
入
を
対
象
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
ま
で
の
船
賃
を
い
わ
ば
実
験

的
に
補
助
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
二
四
年
以
降
は
移
植
民
奨
励
策
の
観
点
か
ら
、
農
民
を
対
象
に
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
補
助
が
出

る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
一
九
二
四
年
一
〇
月
か
ら
二
六
年
二
一
月
ま
で
に
内
務
省
か
ら
渡
航
費
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
移
罠
は
、
二
二
〇
五
家
族
一
万
九
六
〇
六
人
で
、
無
補
助
の
移
民
す
な
わ
ち
自
費
で
渡
航
し
た
家
族
移
民
は
そ
の
五
倍
近
く
の
一
万
一
五
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

二
家
族
五
万
五
一
四
六
人
に
お
よ
ん
で
い
た
。
政
府
か
ら
渡
航
費
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
全
体
の
二
六
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
そ
れ
が
、
一
九
二
八
年
四
月
二
日
の
第
九
八
回
移
民
以
降
は
、
ほ
と
ん
ど
が
補
助
家
族
移
民
と
な
っ
た
。
．
移
民
数
の
伸
び
悩
み
を
改
善
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

く
政
府
が
一
九
二
八
年
度
の
渡
航
奨
励
補
助
額
を
前
年
度
よ
り
一
〇
〇
万
円
ほ
ど
増
額
し
、
二
五
〇
万
円
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
政
府
に
よ
る
渡
航
費
補
助
策
は
実
質
化
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
た
だ
ち
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
が
倍
増
し
、
激

増
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
世
界
不
況
の
影
響
や
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
移
民
制
限
を
反
映
し
て
、
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
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（
2
）
　
渡
航
費
補
助
を
う
け
た
家
族
移
民
の
道
府
県
別
分
布

　
で
は
い
つ
、
ど
の
地
域
か
ら
、
ど
れ
だ
け
の
人
び
と
が
移
民
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
作

成
し
た
の
が
図
3
の
補
助
家
族
移
民
の
道
府
県
別
分
布
図
で
あ
る
。

　
こ
の
モ
ザ
イ
ク
模
様
の
図
は
、
縦
軸
に
～
九
二
七
年
か
ら
四
カ
年
ま
で
の
す
べ
て
の
便
船
を
出
航
年
月
日
ご
と
に
配
し
、
横
軸
に
北
海
道
・

東
北
地
方
か
ら
九
州
・
沖
縄
地
方
に
い
た
る
四
七
す
べ
て
の
道
庸
県
を
置
き
、
便
船
ご
と
の
道
府
県
別
補
助
家
族
移
民
数
を
三
段
階
（
第
「
段

階
三
～
五
〇
人
、
第
二
段
階
五
一
～
一
〇
〇
人
、
第
三
段
階
一
〇
｝
人
以
上
）
に
識
別
し
た
も
の
で
あ
る
。
無
色
の
マ
ス
は
、
補
助
家
族
移
民
と
し
て

の
移
住
者
が
不
在
だ
っ
た
道
府
県
と
な
る
（
夫
婦
移
民
や
単
独
移
民
、
呼
寄
せ
が
い
た
と
し
て
も
こ
こ
で
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
）
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
一
九
二
七
年
か
ら
三
二
年
の
半
ば
に
か
け
て
は
、
広
島
県
、
福
岡
県
、
熊
本
県
を
中
心
と
し
た
山
陰
・
中
国
地
方
な
ら
び
に

九
州
地
方
か
ら
、
一
度
の
便
船
で
五
〇
人
を
超
す
移
民
を
連
続
的
に
輩
出
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
香
川
、
愛
媛
、
高
知

の
四
国
地
方
か
ら
も
、
五
〇
人
未
満
で
は
あ
る
が
、
毎
便
の
よ
う
に
移
民
が
出
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
北
海
道
や
福
島
県
か
ら
も
少
数

な
が
ら
連
続
的
に
移
民
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
東
北
、
関
東
、
甲
信
越
、
東
海
、
近
畿
地
方
か
ら
の
補
助
家
族
移

民
は
少
な
く
、
文
字
通
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
空
白
地
帯
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
こ
に
変
化
が
現
れ
る
の
は
一
九
三
二
年
八
月
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
八
月
一
九
日
の
第
一
八
三
回
移
民
か
ら
一
二
歳
以
上
一
人
に

つ
き
五
〇
円
の
「
支
度
金
」
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
渡
航
前
に
借
金
な
ど
を
返
済
し
た
上
で
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
支
度
金
」
と
は
時
局
匡
救
策
の
一
つ
と
し
て
拓
務
省
が
予
算
整
備
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
機
に
そ
れ
ま
で
移
民
の

少
な
か
っ
た
東
北
の
岩
手
、
秋
田
、
山
形
か
ら
も
移
民
が
激
増
し
、
あ
わ
せ
て
関
東
、
甲
信
越
、
東
海
地
方
か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
も
増
加
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
不
況
と
凶
作
で
疲
弊
し
て
い
た
貧
農
に
と
っ
て
こ
の
支
度
金
の
支
給
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
住
を
即
座
に
決
意
さ
せ
る
誘

い
水
と
な
り
、
移
民
送
出
の
実
績
を
拡
大
し
た
か
っ
た
拓
務
省
側
に
す
れ
ば
、
全
国
各
地
に
潜
在
し
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
希
望
者
を
一
気
に
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　　　図4　北海道・福島・熊本・沖縄4県にみる便船別移民数の推移

〔典拠〕国立国会型置館「近代デジタルライブラリ」海外興業取扱『伯刺西爾行移民名簿』各

　　　回より集計して作成。

　　　　海外興業取扱移民のうち，第77回（1927年1月29日）～第300回（1940年7月16日）

　　　をもとに北海道，福島，熊本，沖縄からの内務省（のちには柘務省）補助家族移民数

　　　の推移を渡航日別に示した。ただし，第77回（1927年1月29日）～第97圓（1928年3

　　　月17日）までは「自費家族移民」，第98回（1928年4月2臼）～第300回（1940年7月16

　　　日）については内務省社会局（1929年7月からは振務省）「補助家族移民」である。

手
繰
り
寄
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
甘
い
水
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
こ
う
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
ブ
ー
ム
も
長
続
き
は
し
な
か
っ
た
。

一
九
三
四
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
が
外
国
人
移
民
の
制
限
を
強
め
た
こ
と

か
ら
、
一
九
三
五
年
以
降
の
契
約
移
民
数
が
激
減
し
た
た
め
で
あ
る
。

一
九
三
六
年
以
降
は
、
満
洲
へ
の
移
民
が
喧
伝
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
は
ま
す
ま
す
減
少
し
て
い
っ
た
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
輩
出
し
て
い
た
の
は
北
海
道
と
福

島
、
熊
本
と
沖
縄
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
ブ
ラ
ジ

ル
移
民
の
輩
出
地
域
は
、
北
日
本
と
南
日
本
に
大
き
く
二
極
化
し
て
い

た
と
い
え
る
。

　
そ
こ
で
本
章
の
最
後
に
、
こ
う
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
卓
越
四
県
に
見

る
移
民
船
別
補
助
家
族
移
民
数
の
推
移
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
図
4

で
あ
る
。

　
道
府
県
別
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
数
の
累
計
で
は
熊
本
県
が
第
一
位
で
あ
っ

た
が
、
図
4
を
見
る
限
り
、
熊
本
県
か
ら
の
移
民
が
常
に
多
数
を
占
め

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
熊
本
県
の
場
合
、
｝
九

二
九
～
三
〇
年
に
か
け
て
大
き
な
山
場
が
あ
り
、
一
度
に
二
〇
〇
人
を

超
す
移
民
の
出
帆
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
五
〇
人
未
満
の
時
期
が
続
き
、

一
九
三
四
年
前
後
に
再
び
一
五
〇
人
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
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こ
の
よ
う
に
熊
本
県
で
は
移
民
を
輩
出
し
た
時
期
に
二
つ
の
山
場
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
最
も
顕
著
な
波
形
を
示
し
た
の
が
北
海
道
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
か
ら
三
〇
年
頃
ま
で
は
北
海
道
か
ら
も
毎
便
五
〇
人
前
後

の
移
民
を
送
り
出
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
他
府
県
か
ら
の
移
民
が
最
も
少
な
い
｝
九
三
二
年
に
な
る
と
突
如
毎
回
三
〇
〇
か
ら
四
〇
〇
人
の
移

民
を
輩
出
す
る
と
い
う
事
態
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
間
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
輩
出
地
は
熊
本
県
で
は
な
く
、
圧
倒
的
に
北
海
道
で

あ
っ
た
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
状
態
が
出
現
し
た
の
か
、
本
稿
の
後
半
で
検
討
す
る
。

　
福
島
県
か
ら
は
、
一
九
二
七
年
か
ら
三
二
年
の
半
ば
ま
で
、
常
に
五
〇
人
前
後
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
出
し
て
い
た
が
、
三
二
年
の
後
半
か
ら

は
そ
の
数
を
倍
増
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
三
四
、
五
年
に
な
る
と
熊
本
県
か
ら
の
移
罠
数
を
上
回
る
ほ
ど
の
伸
び
を
見
せ
た
。
福
島
県
に

お
い
て
は
一
九
三
四
年
前
後
が
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
別
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
福
島
県
は
冷
害
に
よ
る
大
凶

作
に
襲
わ
れ
、
あ
わ
せ
て
農
村
恐
慌
に
よ
っ
て
負
債
を
抱
え
た
農
家
が
増
大
し
た
と
き
で
、
浜
通
り
の
双
葉
郡
浪
江
町
や
苅
野
村
、
相
馬
郡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

石
神
村
や
上
房
村
な
ど
太
平
洋
沿
岸
部
か
ら
多
く
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
出
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
福
島
県
は
、
熊
本
県
や
北
海
道
と
も
異
な
る

移
民
輩
出
地
と
し
て
、
更
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
出
移
民
地
で
あ
る
。

　
同
様
に
沖
縄
県
か
ら
の
出
移
民
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
波
形
が
見
て
と
れ
る
。
一
九
二
七
年
か
ら
三
二
年
の
半
ば
ま
で
の
沖
縄
県
は
三
〇
名
た
ら

ず
の
移
民
を
輩
出
す
る
地
域
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
三
二
年
の
後
半
に
な
る
と
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
五
〇
人
前
後
の
移
民
を
送
り
出
す
よ

う
に
な
り
、
そ
の
後
も
徐
々
に
数
を
増
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
に
は
移
民
数
を
減
少
さ
せ
た
が
、
三
六
年
以
降
は
輩
出
数
を

回
復
さ
せ
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
多
数
派
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
国
策
移
住
期
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
と
い
っ
て
も
単
調
に
移
民
数
を
増
減
さ
せ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
熊
本
県
か
ら
の
移
民
が
大

き
な
山
脈
の
よ
う
に
列
を
な
し
て
い
た
時
期
や
北
海
道
か
ら
の
移
民
が
針
山
の
よ
う
に
突
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
年
次
的
に
も
地
域

的
に
も
特
徴
的
な
差
異
を
示
し
て
い
た
と
い
え
る
。
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
地
域
差
が
生
じ
て
い
た
の
か
。
以
下
で
は
熊
本
県
と
北
海
道
を
事

例
と
し
、
『
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
』
の
悉
皆
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
根
本
資
料
を
も
と
に
出
移
民
状
況
の
実
態
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。
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①
山
田
梅
之
助
ヲ
ラ
ジ
ル
を
直
視
し
て
』
（
海
外
興
業
株
式
会
社
、
一
九
二
九

　
年
）
一
四
四
頁
。

②
イ
グ
ア
ペ
植
民
地
と
は
、
一
九
＝
二
年
目
成
立
し
た
伯
刺
西
爾
拓
植
会
社
そ
し

　
て
一
九
一
九
年
以
降
は
同
社
を
合
併
し
た
海
関
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
イ
グ
ア
ペ
郡

　
に
土
地
を
取
得
し
、
経
営
し
て
い
た
桂
植
民
地
・
レ
ジ
ス
ト
ロ
植
民
地
の
総
称
で
、

　
イ
グ
ア
ペ
行
家
族
植
民
と
は
そ
こ
の
農
地
を
賭
入
し
自
作
農
と
し
て
入
植
し
た
者

　
の
こ
と
。
詳
し
く
は
黒
瀬
郁
二
「
渋
沢
栄
～
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
人
植
民
地
」

　
（
公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
研
究
部
編
凹
実
業
家
と
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
輪

　
不
二
出
版
、
二
〇
一
二
年
所
収
）
を
参
照
。

③
海
興
取
扱
『
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
㎞
で
は
、
神
戸
港
か
ら
船
が
で
る
こ
と
を

　
「
出
帆
」
と
し
て
記
載
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
も
そ
れ
に
な
ら
う
こ
と
と
す
る
。

④
　
『
九
州
瓢
聞
』
一
九
二
九
年
一
月
一
＝
日
。

⑤
熊
本
海
外
協
会
魍
会
報
㎞
一
九
二
七
年
九
月
一
五
日
。

⑥
支
度
金
は
、
年
齢
に
応
じ
て
以
下
の
よ
う
に
半
減
さ
れ
、
家
族
全
員
に
支
給
さ

　
れ
た
。
＝
一
歳
以
上
一
人
に
つ
き
五
〇
円
、
七
歳
以
上
一
二
歳
未
満
一
入
に
つ
き

　
二
五
円
、
三
歳
以
上
七
歳
未
満
一
人
に
つ
き
＝
～
聖
恩
〇
銭
（
「
伯
国
渡
航
支
度

　
金
の
交
付
決
定
」
『
拓
務
時
報
瞼
第
一
八
号
、
一
九
三
二
年
九
月
）
。

⑦
前
掲
、
坂
口
満
宏
「
出
移
民
研
究
の
課
題
と
方
法
」
参
照
。
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2

熊
本
県
か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民

（
1
）
　
熊
本
県
か
ら
の
海
外
移
民

　
熊
本
県
と
い
え
ば
、
ハ
ワ
イ
官
約
移
民
に
は
じ
ま
り
、
一
九
〇
〇
年
代
以
降
も
北
米
に
多
く
の
出
稼
ぎ
を
輩
出
し
た
移
民
県
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
能
…
本
県
か
ら
の
海
外
立
春
の
実
態
に
つ
い
て
歴
史
学
的
に
考
察
し
た
も
の
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
く
、
出
移
民
に
関

す
る
も
の
と
な
れ
ば
、
わ
ず
か
に
以
下
に
あ
げ
る
も
の
を
知
る
の
み
で
あ
る
。

　
　
水
野
公
寿
「
熊
本
県
の
移
民
と
移
民
会
社
」
（
隅
大
津
町
史
研
究
騙
第
一
集
、
五
一
～
六
郷
ペ
ー
ジ
、
一
九
八
四
年
）
。

　
　
猪
飼
隆
明
「
海
外
に
新
天
地
を
求
め
て
」
（
『
河
内
町
史
舳
通
史
編
下
、
第
二
編
第
三
章
、
五
三
一
～
五
七
八
ペ
ー
ジ
、
一
九
九
一
年
）
。

　
　
児
玉
正
昭
『
日
本
移
民
史
研
究
序
説
幽
第
三
編
第
二
章
、
四
九
一
～
五
〇
一
ペ
ー
ジ
、
｝
九
九
二
年
。

こ
こ
で
は
児
玉
正
昭
に
よ
る
整
理
を
参
照
し
、
熊
本
県
に
み
る
海
外
移
民
の
位
置
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
は
移
民
の
向
か
っ
た
先
で
あ
る
。
『
熊
本
県
統
計
書
』
を
用
い
た
分
析
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
七
年
ま
で
は
ハ
ワ
イ
へ
の
移
民
が
圧
倒
的
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に
多
か
っ
た
が
、
一
九
二
四
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
移
民
が
禁
止
さ
れ
る
と
ブ
ラ
ジ
ル
を
中
心
と
し
た
南
米
諸
国
へ
向
か
う
も
の
が
増
え

て
い
っ
た
。
　
九
二
九
年
現
在
の
統
計
に
よ
れ
ば
ブ
ラ
ジ
ル
・
ペ
ル
ー
・
メ
キ
シ
コ
を
合
計
し
た
在
留
人
数
は
熊
本
県
全
体
の
三
一
・
三
％
を

　
　
　
　
　
　
　
①

占
め
る
に
い
た
っ
た
。

　
移
民
の
出
身
地
域
（
郡
）
に
お
い
て
は
、
一
八
八
五
～
九
四
年
の
ハ
ワ
イ
要
約
移
民
の
段
階
で
は
下
益
城
・
上
益
城
・
菊
池
の
三
郡
に
集
中

し
て
い
た
が
、
一
九
〇
〇
年
代
に
な
る
と
上
記
三
郡
に
加
え
て
天
草
郡
か
ら
の
移
民
が
激
増
す
る
よ
う
に
な
り
、
外
国
に
在
留
す
る
郡
別
人
数

で
第
一
位
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
天
草
か
ら
中
国
や
ロ
シ
ア
方
面
へ
の
出
稼
ぎ
を
多
数
輩
出
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
玉
名
郡
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
移
民
も
漸
増
し
、
下
益
城
・
上
益
城
・
菊
池
の
三
郡
に
つ
ぐ
移
民
卓
越
郡
と
な
っ
て
い
っ
た
。
カ
ナ
ダ
へ
出
て
行
っ
た
移
民
が
多
か
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
が
背
景
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
一
九
＝
ハ
年
の
県
統
計
書
に
よ
っ
て
も
ハ
ワ
イ
と
北
米
地
域
に
在
留
す
る
熊
本
県
人
の
出
身
地
は
、
上
益
城
・
下
益
城
・
玉
名
・
菊
池
・
天

草
の
五
五
と
い
う
傾
向
に
変
わ
り
は
な
い
。
だ
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
と
い
う
点
で
は
八
代
郡
が
筆
頭
と
な
り
、
一
九
＝
ハ
年
で
は
県
内
の

ブ
ラ
ジ
ル
行
き
移
民
の
二
七
・
九
％
、
一
九
一
＝
年
に
は
二
九
・
四
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
最
も
多
く
輩
出
し
た
郡
と

　
　
　
　
④

な
っ
て
い
た
。
で
は
な
ぜ
八
代
郡
か
ら
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
出
し
た
の
か
、
児
玉
は
そ
の
要
因
や
理
由
に
つ
い
て
ふ
れ
て
は
い

な
い
。

　
県
の
統
計
書
に
も
と
つ
く
分
析
で
は
、
移
民
の
年
次
別
累
計
数
を
追
う
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
移
民
の
出
身
地
や
出
国
年
月
日
と
い
っ
た

空
間
的
か
つ
時
系
列
的
な
考
察
に
は
限
界
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
海
蛍
が
取
り
扱
っ
た
各
回
の
『
伯
刺
西
爾
行
移
民
名

簿
』
の
な
か
か
ら
熊
本
県
よ
り
渡
航
許
可
を
得
た
補
助
家
族
移
民
を
こ
と
ご
と
く
抽
出
し
、
移
民
と
し
て
い
つ
、
ど
こ
か
ら
、
何
人
で
ブ
ラ
ジ

ル
へ
向
か
っ
た
の
か
と
い
う
基
本
資
料
を
作
成
し
、
提
示
し
よ
う
と
思
う
。
そ
の
う
え
で
熊
本
県
に
み
る
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
時
間
的
・
空
間
的

特
質
把
握
を
試
み
た
い
。
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（
2
）
　
『
伯
剰
西
爾
行
移
民
名
簿
臨
に
見
る
熊
本
県
か
ら
の
移
民

　
熊
本
県
か
ら
い
つ
、
ど
れ
だ
け
の
人
び
と
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
の
か
と
い
う
事
実
を
示
す
年
次
別
統
計
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
い

ま
の
と
こ
ろ
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
の
第
一
回
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
七
八
一
人
の
な
か
に
熊
本
県
か
ら
の
移
民
が
七
八
人
い
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
先
駆
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
の
数
値
と
し
て
は
県
の
統
計
書
に
一
九
一
六
年
に
は
二
四
三
三
人
、
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

年
に
は
三
〇
〇
三
人
の
熊
本
県
出
身
者
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
在
留
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
た
熊
本
県
人
と
い
っ
て

も
そ
の
す
べ
て
が
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
働
く
契
約
労
働
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
上
塚
周
平
や
香
山
六
郎
の
よ
う
に
移
民
の
監
督
や
通
訳
と

し
て
渡
善
し
た
も
の
も
い
た
。
こ
こ
で
は
一
九
〇
八
年
以
降
も
熊
本
県
か
ら
は
少
な
か
ら
ず
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
た
も
の
が
い
た
こ
と
を
確
認
す

る
に
と
ど
め
て
お
く
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
黒
土
が
取
り
扱
っ
た
第
七
七
回
（
一
九
二
七
年
～
月
一
五
日
神
戸
出
帆
）
～
第
二
六
六
回
（
一
九
三
六
年
一
一
月
一
四
日
神
戸

出
帆
）
の
一
〇
年
分
の
『
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
隔
を
典
拠
と
し
、
そ
の
な
か
か
ら
内
務
省
社
会
局
（
一
九
二
九
年
七
月
か
ら
は
拓
務
省
）
「
補
助

家
族
移
民
」
と
し
て
熊
本
県
よ
り
渡
航
許
可
を
得
た
家
族
を
す
べ
て
抽
出
し
、
累
計
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
年
次
を
揃
え
（
一
月
始
ま

り
と
し
）
、
比
較
の
幅
を
広
げ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
渡
航
費
補
助
が
全
面
化
し
た
一
九
二
八
年
四
月
二
日
の
第
九
八
回
移
民
を
起
点
と
せ
ず
、

渡
航
費
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
第
七
七
回
（
一
九
二
七
年
一
月
二
九
日
）
か
ら
第
九
七
回
目
｝
九
二
八
年
三
月
～
七
日
）
の
「
自
費
家
族
移

民
」
一
八
三
家
族
一
〇
四
三
人
も
含
め
る
こ
と
に
し
た
（
以
下
、
同
様
）
。

　
こ
う
し
た
集
計
の
結
果
得
ら
れ
た
数
値
を
も
と
に
作
成
し
た
の
が
表
1
で
あ
る
。
一
〇
年
間
で
二
〇
一
〇
家
族
～
万
二
ご
一
三
四
人
が
補
助
家

族
移
民
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
無
論
、
こ
れ
以
外
に
も
夫
婦
移
民
や
単
独
、
呼
寄
せ
、
移
住
組
合
に
よ
る
植
民
と

し
て
渡
伯
し
た
も
の
が
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
全
体
の
一
割
余
り
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
圧
倒
的
多
数
は
補
助
家
族
移
民
で
あ
っ
た
。

　
表
1
が
示
す
通
り
、
男
女
別
意
で
は
男
性
が
若
干
多
く
、
家
長
の
平
均
年
齢
は
三
四
歳
、
平
均
家
族
数
は
六
人
余
り
だ
っ
た
。
移
民
の
総
数

146 （146）



を
基
準
と
す
れ
ば
、
　
九
二
九
年
に
　
つ
目
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
一
九
三
四
年
に
二
つ
目
の
山
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
前
掲

図
4
に
見
た
波
形
と
照
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
九
〇
八
年
か
ら
四
一
年
ま
で
に
熊
本
県
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
し
た
者
の
数
を
一
万
九
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

四
人
と
す
る
な
ら
ば
、
表
1
に
示
し
た
移
民
数
は
そ
の
う
ち
の
六
二
％
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

日本におけるブラジル国策移民事業の特質（坂口）

表1　熊本県からのブラジル移民

年 補助家族数 移民総数 男 女 家長の平均年齢 家族の平均人数

1927年 149 856 444 412 33．4 5．7

1928年 288 1708 929 779 34．1 5．7

1929年 5QQ 2886 1519 1367 32．4 5．8

1930年 290 1665 912 753 35．2 5．7

1931年 60 317 178 139 32．8 5．1

1932年 114 706 410 296 33．4 6．1

1933年 197 1362 731 631 33．3 6．9

1934年 300 2095 llO9 986 34．6 7

1935年 67 424 235 189 34．7 6．3

1936年 45 315 157 158 36．5 7

合　計 2010 12334 6624 5710 34．04 6．13

｛典拠〕国立国会図書館「近代デジタルライブラリ」海外興業取扱『伯刺西爾行

　　　移民名簿」各回より熊本県における年次Slj移民数を集計して作成。

　　　　海外興業取扱移民のうち，第77國（1927年1月29日）～第266回（1936

　　　年ll月14日）をもとに，第77回（1927年1月29日）～第97回（1928年3月

　　　17日）までは熊本県「自費家族移民」の累計数第98回（1928年4月2臼）

　　　～第266回（1936年ll月14日）については熊本県の内務省社会局（1929年

　　　7月からは拓務省）「補助家族移民」の累計を示した。

　
で
は
こ
の
一
万
二
〇
〇
〇
人
余
り
の
家
族
移
民
は
、
熊
本
県
の
ど

こ
か
ら
出
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
向
か
っ
た
の
か
。
表
2
を
用
い
て
そ
の
出

身
市
郡
を
見
て
み
よ
う
。
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
や

は
り
八
代
郡
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
一
九
二
八
～
二
九
年
で
は
三

一
％
、
三
三
年
に
は
三
五
％
ま
で
達
し
て
い
た
。
八
代
郡
以
外
で
は

下
益
城
郡
や
菊
池
郡
の
比
率
が
高
く
、
　
　
九
三
六
年
に
な
る
と
鹿
本

郡
へ
と
移
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
よ
り
多
く
輩
出
し
た
町
村
は
ど
こ
な
の
だ

ろ
う
か
。
一
九
二
七
年
か
ら
三
六
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
つ
い
て
、

年
次
別
に
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
輩
出
し
た
す
べ
て
の
町
村
を
序
列
化
し
、

そ
の
上
位
一
〇
町
村
を
示
し
た
の
が
表
3
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

も
八
代
郡
内
の
町
村
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

八
代
郡
以
外
で
は
下
益
城
・
菊
池
・
年
記
・
玉
名
各
郡
の
町
村
が
名

を
連
ね
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
・
北
米
方
面
へ
の
移
民
卓
越
地
域
と
ブ
ラ

ジ
ル
移
民
輩
出
地
域
と
の
連
続
性
が
見
え
て
く
る
。
と
り
わ
け
こ
れ

ら
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
表
4
に
示
し
た
よ
う
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民

147 （147）



撒
卜
。
　
参
究
麺
臼
號
摺
餌
醤
努
壁
掛
製
浬
純
焔
鴫
㌣
麟
灘
四

二
　
鶉

一
㊤
b
。
刈
岳

沿ひ

6
卜
。
。
。
醤

ゆひ

6
b
。
Φ
按

承

｝
Φ
ω
O
盆

承

一
Φ
。
。
一
盆

承

一
8
b
。
醤

ま

6
ω
。
。
柚

承

δ
ω
活
間

承

｝
㊤
ω
q
醤

承

6
ω
①
醤

承

嶺
詩
病

一
〇

固

ω
Q
o

bo

課

ω

Φ
刈

鼻

O

O

①

｝

8

卜⊃

謡

H

①
回

＝

bo
g

刈

圏
山
州

竃

N

幽
O

ω

切
刈

も⊃

露

窃

卜⊃

?

OQ

総

切

＝
Q
◎

○◎

心
O
Q

ぴ⊃

霧

①

刈

も。

囲
輯
襲

Φ
刈

QQ

8

①

一
8

鳶

㎝
Q
。

膳

ω
H

｝
O

器

刈

扇
O
o

這

H
ω
膳

①

8

①

嵐

膳

賢
汁
製

α
幽

①

時
ト
の

¶

一
8

㎝

｝
α

一

O

O

麟
切

①

忠

切

悼
○
。
α

謀

窓

ω

一
切

切

h
隊
蔦
裳

o◎
aｽ

同
O

③
o
Q

幽

bの

刈

誌
H

｝
Q
Q

ω
Φ

這

心
切

①

お

心

｝
Φ
刈

｝
O

郎

ω

ω
O

Φ

謁
斜
路

日
O
㎝

郎

郎
ω

刈

QQ

n
N

蕊

トこ

δ

ミ

㎝

8

ら

ω
ω

N

一
目

切

①
ω

嵩

OQ
潤

国
O
Q

避
啓
製

H
O
心

郎

卜○

m。

?

一
ω

8

卜Q

ω
8

｝
O
Q

ホ

課

①
α

㊤

綬

心

卜0

W

｝
O

H
O

さD

器

一
〇

鱗
醗
婆

認

蒔

ミ

ω

b⊃
m⊃

?

QO

誤

H

O

O

総

OQ

お
ω

H
O

bΩ

?

｝

O

O

O

O

司
隊
蔦
蟻

＝
Φ

嵩

一
ま

一
〇

魔
㎝

一
α

お
b
o

刈

胡

bこ

ﾖ

ω
ω

㎝

お

α

認
切

H
①

O
ω

bo
aｽ

圏

Oo

田
歯
製

回
G
Q

一

一
㎝
◎
。

O

bQ
mo
n

oo

＝
Q
Q

り

舘

一
〇

一
課

bQ
m⊃

｝
O
Q
Q

QQ

H
8
α

卜Ω

ﾖ

①

b⊃
m⊃

刈

爵
自
製

お

切

刈
①

嫡

凸

一

島

ω

㎝

卜Q

8

ω

㎝
O
o

A

一
α

國

㎝

一

N
A

Qo

〉
壽
鶉

一
〇
。
り

卜⊃

m

認
o
Q

ω
H

o。
宦宦

w

QO
g

8
0
。

H
O
◎

心
O

H
ω

一
お

卜σ

n

鳶
『

G◎

p

罐
O

N
O

霧

卜σ

bﾌ

曾

一
〇

惣
出
掛

O

O

O

O

O

O

｝
Φ

一

一
〇

ω

ω
O

心

覇

一

ざ

GQ

O

O

①

bの

吟
製
，
（
〉
）

G。

p
0

一
〇
〇

嵩
O
Q
Q

困
8

N
Q
Q
Q
。
①

一
〇
〇

一
①
9

一
〇
〇

ω
嵩

一
〇
〇

刈
8

｝
O
O

一
ω
O
b
o

δ
｛
）

bOW
ら
η

｝
8

合
心

H
O
O

ω
H
切

δ
O

〔
善
潜
〕

圖
匿
図
節
煙
津
軽
「
薗
冷
現
鳩
黛
㌦
マ
輝
へ
軸
距
ζ
」
謡
曲
濾
懸
景
導
『
へ
蝿
叩
翻
謝
鉛
麟
湘
激
職
㎞
醗
圃
御
竃
～
郷
耕
顯
甲
D
號
耳
餌
捨
済
漢
百
工
鶴
窪
贈
湘
輝
嘩
論
理
C
ぺ
寄
薄
。

　
鳶
享
輝
藩
鱈
誉
麟
湘
S
ψ
逆
醤
ミ
回
（
お
ト
。
刈
醤
一
面
N
¢
ロ
）
～
黙
卜
。
①
Φ
回
（
お
G
。
①
盆
一
一
諏
置
田
）
嘩
が
聖
∩
魑
黙
ミ
回
（
一
Φ
御
字
一
並
卜
。
Φ
田
）
～
黙
㊤
刈
團
（
6
卜
。
○
。
執
ω
繭

一
刈
田
）
叫
弓
舜
孫
蝉
茸
「
皿
爆
醤
鼎
蕊
即
」
S
麹
理
輝
藩
Φ
。
。
回
（
｝
Φ
N
O
Q
胸
心
㌔
山
b
⊃
田
）
～
黙
悼
①
①
回
（
一
〇
ω
0
盆
＝
訥
置
田
）
甲
臼
O
τ
ぺ
算
忍
勢
瓶
S
ヨ
談
即
自
珍
釦
（
一
8
㊤

曾
刈
並
サ
愛
野
讃
誹
鴎
）
「
婁
浮
脚
賭
麟
湘
」
㊦
掴
卑
酷
引
C
汁
。

148　（148）

が
最
も
減
少
し
た
一
九
三
〇
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
熊
本
海
外
協
会
が
積
極
的
に
移
民
募
集
の
宣
伝
活
動
を
お
こ
な
っ
た
場
所
で
あ
り
、
そ

の
成
果
は
玉
名
郡
有
明
村
や
清
里
村
、
上
益
城
郡
津
森
村
か
ら
の
移
民
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
一
九
三
五
～
三
六
年
に
な
る
と
八
代
郡
か
ら
の

移
民
は
減
り
、
県
南
部
の
葦
北
郡
佐
敷
町
や
県
北
部
の
鹿
本
郡
来
民
町
か
ら
の
移
民
が
増
え
て
い
っ
た
。
満
州
移
民
へ
の
連
続
性
を
予
感
さ
せ



日本におけるブラジル国策移民事業の特質（坂口）

表3　熊本県における年次別町村別ブラジル移民（上位10町村）

　郡
下益城郡

上益城郡

八代郡

宇土郡

下益城郡

八代郡

鹿本郡

八代郡

球磨郡

飽託郡

県全体

　　　　　郡

54　　八代郡

41　　八代郡
32　　下益城郡

32　　菊池郡
32　　八代郡
31　　八代郡
28　　宇土郡

24　　菊池郡
22　　下益城郡

20　　菊池郡
856　　県全体

町村名

　鏡町

文政村

隈庄町

平真城村

有佐村

千丁村

緑川村

大津町

海東村

洒水村

合　計

　郡　　　町村名
下益城郡　　海東村

八代郡　　千丁村
八代郡　　有佐村．

八代郡　　鏡町
菊池郡　　津田村

八代郡　　種山村

八代郡　郡築村
八代郡　　宮原町

ノ㌧代郡　　太田郷村

下益城郡　豊野村
県全体　　ム　計

　郡
菊池郡

．八代郡

鹿本郡

八代郡

菊池郡

上益城郡

八代郡

八代郡

菊池郡

下益城郡

県全体

　郡
下益城郡

下益城郡

上益城郡

菊池郡

菊池郡

八代郡

玉名郡

阿蘇郡

玉名郡

熊本市

県全体

1931年

町村名

東砥用村

砥用町

朝日村

大津町

合志村

宮原町

八幡村

山西村

有明村

大江町

　　計

家族数移民数
22

19

18

16

14

13

13

13

10

10

317

　郡　　　町村名

八代郡　　鏡町
八代郡　　文政村．

玉名郡　　清里村

天草郡　　上村
宇土郡　　網津村

玉名郡　　荒尾町

上益城郡　津森村
球磨郡　　人吉町

玉名郡　　花籏村

八代郡　　野津村

県全体　　ム　計

家族数移民数
43

32

30

29

27

23

21

21

2e

19

706

　郡

八代郡

八代郡

八代郡

八代郡

八代郡

球磨郡

八代郡

天草郡

阿蘇郡

阿蘇郡

県全体

　郡
宇土郡

八代郡

下益城郡

八代郡

下益城郡

菊池郡

宇土郡

八代郡

玉名郡

入代郡

県全体

1934年

町村名

墨型村

里峯村

河江村

文政村．

豊川豊

平真城村

郡浦村

和鹿島村

坂下村

有佐村

A　計

1935年

　郡　　　町村名

葦北郡　　佐敷町

鹿本郡　　上里町

下益城郡　中山村

下益城郡　河江村

下益城郡　隈庄町
八代郡　　有佐村、

玉名郡　　花籏村

芝代郡　　吉野村

宇土郡　　郡浦村

下益城郡　　豊川村

県全体　　A　計

家族数移民数

　7

2
一
2
一
6
7

55

32

27

24

22

20

18

16

14

14

424

　郡
鹿本郡

鹿本郡

葦北郡

菊池郡

菊池郡

玉名郡

天草郡

入黒黒

下益城郡

上益城郡

県全体

1936年

町村名

謁民町

大道村

佐敷町

合志各

室川村

八幡村

二江村

文政村

守富村

甲佐町

A　計

家族数移民数

　4　1　37
　　　　33
　　　　18
　　　　16
　　　　16
　　　　16
　　　　14
　　　　13
　　　　13

〔典拠〕国立国会図省館「近代デジタルライブラリ」海外興業取扱「伯刺西爾行

　　　名簿」各回より熊本県における年次別町村別鴛出移民数を集計して作成

　　　し，その申から上位10位の町村名を表示した。

　　　　海外興業取扱移民のうち，第77回〔1927年1月29日）～r9300回（1940

　　　年7月16日）をもとに，第77回（1927rP　1月29日）～第97回（1928年3

　　　月17日）までは熊本県「自費家族移民」の累計数第98回（1928年4月
　　　2日）～第300回（1940年7月16日）については熊本県の内務省社会局
　　　（1929年7月からは拓務省）「補助家族移民」の累計を示した。
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表4　熊本海外協会による移植民奨励活動

年　月　日 出　張　先 典　　　拠

1930年5月10日
山鹿，大津，御船，鏡町’各地に移罠事情講演のため出

｣ 絵報』1931年6月15日

1930年8月17日
平真城，護川，原水，節水，有明，春富，腹赤，平井，

蛹ｴの各役場にて移動座談会開催
二二』1931年6月15日

1930年9月1日
謔閧P4日間

ブラジル移民座談会のため旧型，米野岳，年弥，田底

逑c，米田，大道，八幡，岩野，内田，払川，稲田，

R西，吉松役場に出張

時報』1931年6月15日

1631年1月14日

謔閧P7日まで

ブラジル移民座談会のため玉名郡六丁丁，八幡村，有

ｾ村，荒尾村へ出張
陽報』1931年6月15日

1931年3月6目 移民募集宣伝のため東砥用村へ出張 絵報』1931年6月15日

1931年3月9日 移民募集宣伝のため下益城郡および天草郡へ出張 『会報』1931年6月15日

1931年6月18日
ブラジル事情宜伝のため6月23日まで宮地町，大津町，

R鹿町並原村，砥用町浜町へ出張
『会報』1932年5月20目

193ユ年6月24日
ブラジル事情講演活動写真会開催のため小島町’，宮原

ｬ，本渡町に出張
『会報2エ932年5月20日

1931年9月13日 ブラジル移民の件につき天草郡年野村に出張 『会報l1932年5月20日

1931年9月29B 八代郡上口へ出張 『会総1932年5月20日

1932年4月9日 ブラジル事情座談会開催のため上益城郡津森村へ出張 『会轍1933年6月15昭

1932年4月11日 ブラジル事情座談会開催のため上益城郡秋津村へ出張 『会報遷1933年6月15目

1932年5月7日 ブラジル事情座談会開催のため玉名郡空芝村へ出張 『会轍1933年6月15B

1932年6月30日 ブラジル移民宣伝募集のため玉名郡清里村へ出張 『会辮1933年6月15日

1932年9月1B 各区長ヘブラジル移民希望の有無照会 『会轍1933年6月15日

1932年9月13日
ブラジル移民事情座談会開催のため玉名郡伊倉町へ出

｣ 『会輪1933年6月15日

1932年9月14日
ブラジル移民事情座談会開催のため上益城田津森町へ

o張
『会轍1933年6月15日

1932年9月27日 ブラジル事情講演のため鹿本郡吉松村へ出張 『会轍1933年6月15日

1932年9月28日 ブラジル事情講演のため下益城郡豊福村へ出張 『会轍1933年6月15日

1932年9月29日 ブラジル事情講演のため飽託郡八分寺村へ出張 『会轍1933年6月15日

1932年9月30日 ブラジル丁丁講演のため上益城郡山瀧村へ出張 『凹凹1933年6月15日

1932年10月3日
ブラジル事情講演ならびに活動写真会開催のため八代

S鏡町へ出張
『会轍1933年6月15日

1932年10月4日 ブラジル事情宣伝のため芦北郡田浦へ出張 『会轍1933年6月15日

1932年10月5日 ブラジル事情宣伝のため天草郡出張 『四川1933年6月15日

〔典拠〕熊本海外協会ぎ会報」の記事より作成。
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日本におけるブラジル国策移民事業の特質（坂口）
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図5　熊本県におけるブラジル移民輩出地図
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図6　熊本県八代・下益城・宇土3郡の移民輩出町村地図（1929年）

表5　1927～1936年の10年間における八代郡主要町村からのブラジル移民

有佐村 鏡　町 郡築村 千丁村 種山村 文政村 宮原町 龍峯村

1927年 8 31 32 20 13 0 6 11

1928年 41 226 15 40 8 76 15 0

！929年 90 90 76 103 77 45 76 48

1930年 18 6 55 3 76 14 35 15

1931年 5 0 0 0 0 8 13 9

1932年 11 43 0 0 0 32 9 5

1933年 13 49 57 80 16 39 25 56

1934年 47 28 12 30 20 74 12 95

1935年 20 6 0 10 0 20 10 8

1936年 0 7 0 0 0 13 0 5

合　計 253 486 247 286 210 321 201 252

1930年国勢調査 2988 8031 3245 5790 2935 4658 3741 2323

1935年国勢調査 3234 8511 3436 6067 2792 5617 3960 2234

〔典拠〕国立国会図書館「近代デジタルライブラリ」海外興業取扱『伯刺西爾行移民名簿』各回よ

　　　り集計して作成。

　　　　海外興業取扱移民のうち，第77回（1927年1月29日）～第300回（1940年7月16日）を

　　　もとに，1927～1936年の10年間における八代郡主要町村からのブラジル移民を表示した。

　　　第77回（1927年1月29日）～第97回（1928年3月17日）までは「自費家族移民」数第98

　　　回（1928年4月2日）～第300回（1940年7月16日）は内務省社会局（1929年7月からは

　　　拓務省）「補助家族移民」数である。

　　　1930年，35年の国勢調査における町村人口を付記した。
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日本におけるブラジル国策移民事業の特質（坂口）

る
傾
向
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
熊
本
県
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
輩
出
町
村
を
地
図
に
示
し
た
の
が
図
5
で
あ
り
、
八
代
・
下
益
城
・
宇
土
三
郡
の
町
村
を
拡
大

し
た
も
の
が
図
6
で
あ
る
。
八
代
郡
と
い
っ
て
も
河
津
村
以
西
の
八
代
海
に
面
し
た
干
拓
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
表
5

と
し
て
一
九
二
七
年
か
ら
三
六
年
の
一
〇
年
間
に
お
け
る
八
代
郡
干
拓
地
帯
主
要
町
村
か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
数
の
推
移
を
掲
げ
て
お
い
た
。

一
〇
年
間
の
累
計
で
町
村
の
人
口
の
五
％
か
ら
一
〇
％
あ
ま
り
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
送
り
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
八
代
郡

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
る
ひ
と
が
多
く
出
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
点
を
検
討
し
て
み
た
い
。

（
3
）
　
八
代
郡
干
拓
地
帯
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
輩
出
が
多
い
要
因

　
こ
こ
で
は
熊
本
県
に
お
け
る
農
民
運
動
の
歴
史
的
背
景
を
検
討
し
た
内
田
敬
介
に
よ
る
整
理
を
援
用
し
、
一
九
三
〇
年
代
前
後
の
八
代
郡
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

見
る
社
会
経
済
的
特
徴
を
確
認
し
た
い
と
思
う
。

　
そ
の
特
徴
の
一
つ
は
、
地
主
的
土
地
所
有
が
進
展
し
、
水
田
小
作
率
が
高
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
熊
本
県
の
沿
岸
部
で
は
、
肥
後
藩
時
代
か

ら
広
大
な
干
拓
地
の
築
造
が
進
め
ら
れ
、
八
代
平
野
の
三
分
の
二
は
干
拓
地
が
占
め
て
い
た
。
地
租
改
正
後
、
新
た
に
築
造
し
た
海
辺
の
干
拓

地
の
所
有
権
に
つ
い
て
は
、
築
造
人
が
優
先
さ
れ
た
た
め
、
八
代
郡
や
玉
名
郡
な
ど
に
は
多
く
の
寄
生
地
主
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
一
九

二
四
年
の
時
点
で
熊
本
県
内
の
寄
生
地
主
は
一
〇
三
戸
で
、
福
岡
県
の
二
倍
近
く
あ
り
、
比
較
的
大
規
模
な
地
主
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
関
係

す
る
小
作
農
の
数
も
多
く
な
っ
て
い
た
。

　
水
田
小
作
率
の
高
さ
で
は
八
代
郡
が
最
も
高
く
、
一
九
一
七
年
で
七
四
・
八
％
、
一
九
三
〇
年
で
も
七
一
・
八
％
と
突
出
し
て
い
た
。
ち
な

み
に
上
益
城
郡
（
一
九
一
七
年
四
二
・
五
↓
一
九
三
〇
年
五
七
・
二
％
）
、
下
益
城
郡
（
四
八
・
九
↓
五
七
・
九
％
）
、
宇
土
郡
（
四
四
・
五
↓
五
九
二

％
）
、
鹿
本
郡
（
五
〇
二
↓
五
五
・
四
％
）
の
各
郡
で
も
小
作
地
率
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
前
後
に
は
農
地
を
手
放
し
小
作

に
転
じ
る
農
民
が
増
大
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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つ
ぎ
に
地
域
別
農
業
生
産
状
況
を
見
て
お
こ
う
。
ど
の
地
域
も
米
作
が
第
一
位
で
あ
っ
た
が
、
な
か
で
も
阿
蘇
・
八
代
・
球
磨
の
三
郡
は
米

作
依
存
度
が
極
め
て
高
い
地
域
で
あ
っ
た
。
他
方
、
養
蚕
業
は
鹿
本
・
菊
池
・
下
益
城
な
ど
山
間
の
地
域
に
広
が
り
、
重
要
な
現
金
収
入
源
と

な
っ
て
い
た
。

　
総
じ
て
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
の
熊
本
県
下
の
農
業
は
、
米
を
主
幹
作
物
と
し
て
商
品
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
養
蚕
業
に
よ
っ
て
現
金
を

得
る
道
を
積
極
的
に
拡
大
し
て
い
た
が
、
経
済
不
況
や
農
業
恐
慌
に
襲
わ
れ
る
と
た
ち
ま
ち
米
価
や
繭
価
は
下
落
し
、
収
入
の
悪
化
に
直
面
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
い
う
状
況
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
都
市
近
郊
部
で
は
雇
用
労
賃
が
上
昇
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
た
め
、
小
作
経
営
で
得
ら
れ
る
所
得
の
低
さ
を
一
層
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
た
。

渡った主な郡築村農民組合員

男 女 原　籍 組合での主な役職 掲載ページ

8 7 郡築九番割 父組合員永田慕市 P，109

5 3 郡築一番割 一番割執行委員 P．106

3 6 郡築三番罰 三番割組合員 p．108

5 4 郡築一番割 一番割執行委員 p．108

4 3 郡築十一番割 組合長 P．106

4 2 郡築三番割 父組合員岩野清三郎 Pユ08

3 1 町回三番割 父組合員岩野清三郎 P，108

4 4 郡築九番罰 郡築小作組合員 Pユ75

6 6 郡築十番割 郡築小作組合員 P．175

扱『伯刺西爾行移民名鱗各國より集計して作成。

委員会記念誌部会ζ郡築百年史』（八代市郡築出張所， 2005年）

高
額
小
作
料
に
対
す
る
問
題
意
識
の
高
ま
り
は
地
主
的
土
地
所
有
制
に
対
す
る
矛
盾

意
識
に
か
わ
り
、
小
作
争
議
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
小
作
争
議
に
加
わ
っ
た
農
民
た
ち
と
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
が
、
つ
ぎ
の
史
料
が
示
す
よ
う
に
、
干
拓
地
帯
で
高
い
小
作
料
に
苦
し
む
農
民

た
ち
に
し
て
み
れ
ば
、
移
民
の
先
達
が
も
た
ら
す
金
銭
的
な
成
功
話
は
、
都
市
部
で

の
賃
労
働
や
炭
鉱
地
帯
で
の
出
稼
ぎ
話
以
上
に
、
日
々
の
小
作
経
営
か
ら
脱
却
し
自

作
農
へ
と
転
身
で
き
る
可
能
性
を
い
だ
か
せ
る
最
も
身
近
な
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
マ
　
　
　

　
　
…
・
北
米
で
な
い
と
荒
金
の
た
く
れ
な
い
か
の
や
う
に
思
っ
て
み
た
世
人
の
問
に
も
漸
く

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
眼
を
注
ぐ
や
う
に
な
り
現
に
昨
年
六
、
七
月
頃
帰
国
し
た
八
代
の
某
氏
の
如

　
き
六
、
七
万
円
の
金
を
持
参
し
更
に
本
年
始
め
再
渡
航
し
た
る
等
の
実
例
も
あ
り
渡
航
者

　
　
の
多
く
は
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
従
事
し
十
五
年
目
に
は
相
当
の
眼
鼻
が
つ
く
ら
し
い

154 （154）



日本におけるブラジル国策移民事業の特質（坂口）

表6　郡二村からブラジルへ

圃 渡航許可年月日 渡航年月日 家長名 移民数

85 1927年5月4日 1927年8剛7日 永田義視 自費15

88 1927年4月14日 1927年9月22日 片山卯平次 自費　8

90 1927年4月14日 1927年10月26日 杉谷信一 自費　9

100 1928年3月13日 1928年5月3日 片山峰吉 補助　9

130 1929年7月10日 1929年9月17日 園田末記 補助　7

144 1930年3月25日 1930年4月19日 岩野源太郎 補助　6

144 1930年3月25日 1930年4月19日 岩野義人 補助　4

144 1930年3月25日 1930年4月19日 山田三二 補助　8

2Ql 1933年4月19日 1933年6月17日 野ロ軍次 補助12

〔典拠〕国立国会図書館「近代デジタルライブラリ」海外興業取

　　　　「掲載ページ」欄の数字は，郡築汐止百周年記念祭実行

　　　所収組合員名簿の掲載ページ。

　
　
（
中
略
）
八
代
郡
々
築
村
九
番
割
戸
崎
新
蔵
の
一
家
十
八
人
の
家
族
を
筆
頭
に
同
村
三
番

　
割
＝
三
一
岩
野
清
三
郎
の
十
七
家
族
其
他
同
村
の
如
き
最
も
ブ
ラ
ジ
ル
熱
の
盛
な
処
で
あ

　
⑨

　
る
。

　
そ
こ
で
本
章
の
最
後
で
は
、
右
の
史
料
に
も
で
て
き
た
聖
慮
村
に
つ
い
て
、
と
く

に
同
村
で
展
開
さ
れ
た
小
作
争
議
と
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
る
こ

と
に
し
た
い
。

（
4
）
　
郡
築
小
作
争
議
と
ブ
ラ
ジ
ル
移
民

　
一
八
九
六
年
に
＝
一
〇
万
円
の
露
盤
を
発
行
し
て
工
事
に
着
手
し
、

最
初
の
入
植
者
は
八
代
郡
を
筆
頭
に
宇
土
郡
、
下
益
城
郡
、

か
ら
｝
二
〇
万
円
も
の
借
金
で
築
造
し
た
た
め
、
公
益
組
合
側
は

当
初
か
ら
小
作
料
の
支
払
い
を
求
め
て
き
た
。
そ
の
う
え
潮
止
め
し
た
だ
け
の
土
地
だ
っ
た
た
め
、

が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
小
作
人
の
負
担
と
な
っ
た
。

　
郡
築
小
作
争
議
と
は
、
一
九
二
四
年
と
一
九
二
九
～
三
〇
年
に
か
け
て
八
代
郡
の

郡
築
村
で
お
こ
っ
た
一
連
の
争
議
で
、
第
一
次
争
議
に
は
田
本
農
民
組
合
や
水
平
社

が
、
第
二
次
争
議
に
は
全
国
農
民
組
合
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
か
ら
全
国
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

争
議
と
し
て
注
目
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
郡
築
と
は
八
代
郡
下
の
二
四
力
町
村
が

築
造
し
た
干
拓
地
と
い
う
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た
村
落
だ
か

ら
着
装
村
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
地
主
は
八
代
郡
の
公
益
組
合
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
一
九
〇
四
年
に
潮
止
め
工
事
が
終
わ
っ
た
と
し
て
入
植
が
始
ま
っ
た
。

　
葦
北
郡
、
天
草
郡
な
ど
か
ら
あ
わ
せ
て
三
三
九
戸
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
地
は
当
初

　
　
　
「
新
地
百
姓
三
年
無
徳
」
と
い
う
江
戸
時
代
か
ら
の
慣
例
を
無
視
し
、
入
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
を
改
良
す
る
た
め
に
は
大
量
の
肥
料

一
反
あ
た
り
の
肥
料
代
が
八
代
郡
平
均
で
＝
二
円
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
郡
築
村
で
は
一
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⑪

五
円
六
〇
銭
、
一
戸
あ
た
り
の
町
税
も
郡
の
平
均
よ
り
三
円
ほ
ど
高
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
郡
富
村
の
小
作
農
民
は
入
植
当
初
か
ら
支
出
が
多
く
、
入
植
後
四
年
未
満
で
村
を
離
れ
た
も
の
は
五
割
に
の
ぼ
り
、
一
九
〇
九
年

か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
に
離
村
し
た
も
の
は
八
割
に
及
ん
で
い
た
。
離
村
し
た
も
の
は
福
岡
県
内
の
炭
鉱
へ
行
く
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

一
九
三
〇
年
当
時
の
村
長
・
下
山
蒔
彦
の
メ
モ
に
「
誉
詞
村
か
ら
昭
和
四
年
ま
で
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
の
は
一
一
家
族
六
六
人
」
と
記
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
よ
う
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
し
た
も
の
も
相
当
数
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
表
6
は
、
第
「
次
小
作
争
議
時
の
「
郡
築
農
民
組
合
役
員
名
簿
」
な
ら
び
に
第
二
次
小
作
争
議
時
の
「
八
代
郡
郡
築
小
作
組
合
規
約
・
名

簿
」
に
記
載
さ
れ
て
い
た
組
合
員
で
、
争
議
後
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
た
人
び
と
の
一
覧
で
あ
る
。
第
一
次
小
作
争
議
時
に
農
民
組
合
の
執
行
委
員

長
で
あ
っ
た
園
田
末
記
の
名
も
『
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
』
の
な
か
に
確
認
で
き
る
。
争
議
の
責
任
を
と
っ
て
村
を
離
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

年
老
い
た
組
合
員
の
な
か
に
は
息
子
を
家
長
に
お
し
た
て
、
自
ら
を
大
家
族
の
一
員
と
し
ブ
ラ
ジ
ル
を
め
ざ
し
た
も
の
も
い
た
。
永
田
義
視
、

岩
野
源
太
郎
、
岩
野
義
人
た
ち
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
後
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
に
発
行
さ
れ
た
『
斜
鼻
熊
本
県
人
発
展
史
』
に
足
跡
を
見
出

　
　
　
　
　
　
⑬

す
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
築
村
入
植
時
期
は
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
も
入
植
後
十
数
年
に
わ
た
っ
て
干
拓
新
地
で
の
農
業
に
尽
力
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
高
い

小
作
料
の
減
免
と
長
年
に
わ
た
り
多
額
の
肥
料
を
投
じ
て
農
地
を
育
て
上
げ
て
き
た
こ
と
の
権
利
を
認
め
よ
と
訴
え
て
小
作
争
議
に
加
わ
っ
た

人
び
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
争
議
後
の
調
停
条
件
は
必
ず
し
も
小
作
に
有
利
な
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
干
拓
地
に
見
切
り
を
つ
け
、
新
た

な
移
住
地
に
将
来
へ
の
可
能
性
を
託
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
お
い
て
八
代
郡
と
り
わ
け
干
拓
地
帯
か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
は
、
後

述
す
る
北
海
道
か
ら
の
そ
れ
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
、
二
度
目
と
な
る
移
住
と
開
拓
を
選
び
取
っ
た
人
び
と
の
移
動
で
あ
っ
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
し
た
人
び
と
と
村
に
残
っ
た
人
び
と
。
両
者
の
間
に
は
そ
の
後
、
ど
れ
ほ
ど
の
交
流
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
同
じ
村
に

住
み
な
が
ら
移
住
を
決
め
た
人
と
移
住
せ
ず
熊
本
に
残
る
こ
と
を
決
め
た
人
。
そ
こ
に
は
な
に
か
し
ら
の
差
異
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
う
し
た
問

い
に
答
え
る
た
め
に
も
、
村
の
歴
史
の
な
か
に
見
え
隠
れ
し
て
い
た
移
民
の
足
跡
を
浮
き
彫
り
に
す
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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①
　
児
玉
正
昭
『
日
本
移
民
史
研
究
序
説
㎞
（
渓
水
社
、
一
九
九
二
年
）
、
四
九
六
頁
。

②
同
前
、
五
〇
〇
頁
。

③
水
野
公
寿
「
熊
本
県
の
移
民
と
移
民
会
社
扁
（
『
大
津
町
史
研
究
』
第
一
集
、
一

　
九
八
四
年
）
所
収
表
（
4
）
・
表
（
5
）
、
五
四
～
五
五
。

④
前
掲
、
児
玉
正
昭
『
日
本
移
民
吏
研
究
序
説
㎞
、
五
〇
〇
頁
。

⑤
前
掲
、
石
川
友
紀
「
日
本
出
移
罠
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
一
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を

　
事
例
に
」
、
一
〇
一
頁
。

⑥
前
掲
、
水
野
公
寿
「
熊
本
県
の
移
民
と
移
民
会
社
」
所
収
表
（
4
）
・
表
（
5
）
、

⑦
『
河
内
町
史
㎞
通
兜
雲
影
（
河
内
町
、
一
九
九
一
年
）
、
五
四
五
頁
。

⑧
内
田
敬
介
「
『
農
民
運
動
の
歴
史
的
背
景
』
～
熊
本
県
を
中
心
に
」
（
罷
…
本
大

　
学
社
会
文
化
研
究
』
第
七
号
、
一
～
○
〇
九
年
）
。

⑨
熊
本
海
外
協
会
明
会
報
㎞
第
＝
二
巻
第
三
号
、
一
九
三
〇
年
三
月
一
五
目
。
な

　
お
、
第
一
四
四
國
『
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
』
に
よ
れ
ば
、
郡
亜
聖
の
戸
崎
薪
蔵

　
一
家
は
一
九
三
〇
年
四
月
一
九
日
出
帆
の
補
助
家
族
移
民
一
七
人
（
男
一
一
、
女

　
六
）
で
、
同
じ
移
民
船
に
乗
っ
た
岩
野
清
三
郎
～
家
は
一
〇
人
（
男
七
、
女
三
）

　
と
い
う
の
が
正
確
な
家
族
構
成
で
あ
っ
た
。

⑩
岩
本
税
「
め
ざ
め
る
干
拓
農
民
」
（
「
薪
・
熊
本
の
歴
史
」
編
集
委
員
会
編

　
鱗
新
・
熊
本
の
歴
史
』
8
近
代
（
下
）
、
熊
本
日
日
新
聞
社
、
｝
九
八
一
年
〉
、
一

　
一
〇
頁
。

⑪
　
同
前
、
岩
本
税
「
め
ざ
め
る
干
拓
農
民
」
、
一
＝
二
頁
。

⑫
郡
築
汐
止
百
周
年
記
念
祭
実
行
委
員
会
記
念
誌
部
会
編
『
郡
築
百
年
史
隔
（
八

　
代
市
郡
築
出
張
所
、
二
〇
〇
五
年
）
、
五
一
頁
。

⑬
㎎
在
伯
熊
本
県
人
発
展
史
㎞
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
新
聞
社
、
一
九
五
〇
年
）
、
九
二
一
、

　
ご
瓢
一
七
頁
。

日本におけるブラジル国策移民事業の特質（坂口）

3

北
海
道
か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民

（
1
）
　
北
海
道
か
ら
の
海
外
移
民

　
　
「
内
地
」
の
余
剰
人
ロ
を
吸
収
す
る
内
国
植
民
地
と
し
て
経
営
さ
れ
た
北
海
道
は
、
一
八
六
九
年
の
開
拓
使
時
代
か
ら
移
民
を
受
け
入
れ
る

地
域
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
最
盛
期
は
一
八
九
一
一
年
か
ら
一
九
二
一
年
ま
で
の
二
九
年
上
で
、
こ
の
問
に
お
よ
そ
一
八
八
万
八
○
○
○
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
北
海
道
に
入
植
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
内
地
」
か
ら
の
移
民
が
最
も
増
加
し
た
の
は
未
曾
有
の
好
景
気
に
沸
い
た
第
　
次
大
戦

期
で
、
鉱
工
業
と
農
村
で
の
で
ん
ぶ
ん
生
産
や
ハ
ッ
カ
工
場
で
の
労
働
者
と
し
て
入
っ
て
き
た
も
の
が
増
え
た
と
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
戦
後

不
況
に
襲
わ
れ
る
と
一
九
一
九
年
を
ピ
ー
ク
に
北
海
道
へ
の
移
民
は
減
少
に
転
じ
、
一
九
二
か
年
当
時
四
六
万
人
余
り
と
さ
れ
て
い
た
農
業
人

口
は
四
万
人
か
ら
七
万
人
の
規
模
で
流
出
し
は
じ
め
た
。
農
村
を
離
れ
た
人
び
と
は
札
幌
や
小
樽
な
ど
の
道
内
都
市
部
に
転
出
す
る
か
、
南
樺
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太
や
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
方
面
で
の
水
産
業
へ
と
転
じ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
後
の
北
海
道
は
、
も
は
や
移
民
の
受
け
入
れ
地
で
は
な

く
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
歴
史
的
推
移
を
背
景
に
し
て
、
北
海
道
を
離
れ
第
二
の
移
住
地
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
る
も
の
も
現
れ
た

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
北
海
道
の
移
民
政
策
と
い
え
ば
、
い
か
に
道
内
に
移
民
を
受
け
入
れ
る
か
と
い
っ
た
政
策
が
主
流
で
あ
り
、
北
海
道
か
ら
海

外
へ
移
民
を
送
り
出
す
政
策
に
対
し
て
は
「
ま
だ
ま
だ
移
民
を
受
け
入
れ
る
状
況
で
あ
る
の
に
、
移
民
を
送
り
出
す
こ
と
な
ど
は
論
外
」
と
い

　
　
　
　
　
　
②

う
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
考
え
方
が
今
日
ま
で
影
響
し
て
い
る
の
か
、
北
海
道
か
ら
の
海
外
移
民
に
関
す
る
先
行
研
究
は
極
め
て
少
な
く
、

道
内
の
市
町
村
史
の
な
か
に
は
満
洲
移
民
に
言
及
す
る
も
の
は
あ
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
を
跡
付
け
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
あ

る
。
今
回
主
に
参
照
し
た
の
は
以
下
の
文
献
で
あ
る
。

　
安
田
泰
次
郎
『
北
海
道
移
民
政
策
史
蝕
（
生
活
社
、
一
九
四
一
年
、
復
刻
書
論
天
社
、
一
九
七
九
年
）

　
北
海
道
南
米
移
住
史
編
集
委
員
会
編
『
北
海
道
南
米
移
住
史
騙
（
社
団
法
人
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
）

　
一
九
四
一
年
掛
『
北
海
道
移
民
政
策
史
蜘
と
い
う
大
著
を
も
の
し
た
安
田
泰
次
郎
は
、
そ
の
末
尾
に
「
本
道
よ
り
ブ
ラ
ジ
ル
国
へ
の
移
住
者

調
」
と
い
う
統
計
を
掲
げ
、
そ
の
備
考
欄
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　
大
正
七
年
六
月
十
三
日
初
め
て
北
海
道
庁
に
於
て
自
由
移
民
と
し
て
伯
国
に
渡
航
を
許
可
せ
る
が
、
大
正
九
年
よ
り
は
外
務
省
は
本
道
を
海
外
興
業
株
式
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
社
の
移
民
募
集
区
域
と
し
て
許
可
せ
る
関
係
上
北
海
道
庁
に
継
て
契
約
移
民
と
し
て
取
扱
ふ
事
と
な
れ
り

　
『
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
』
を
整
い
て
み
る
と
、
貸
本
取
扱
「
第
十
二
回
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
イ
グ
ア
ッ
ペ
行
家
族
植
民
」
と
し
て
一
九
一
八
年

＝
月
二
八
日
に
神
戸
を
出
帆
し
た
若
狭
丸
に
北
海
道
か
ら
六
家
族
三
八
人
が
乗
り
込
み
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「
家
族
植
民
」
と
い
う
立
場
で
あ
る
か
ら
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
イ
グ
ア
ペ
郡
で
海
興
が
経
営
し
て
い
た
レ
ジ
ス
ト
ロ
植
民
地
の
農
地
を
購
入
し
、

自
作
農
と
し
て
渡
悪
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
先
駆
け
と
し
、
一
九
一
九
年
に
も
第
＝
二
回
か
ら
第
＝
ハ
回
ま
で
の
イ
グ
ア
ペ
行
家
族
植

民
と
し
て
三
五
家
族
一
八
六
人
が
続
い
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
二
〇
年
に
な
る
と
安
田
が
指
摘
し
た
通
り
、
三
月
半
〇
日
神
戸
出
帆
の
土
佐
丸
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　　　　　図7　1918年度以降の北海道からのブラジル移民数

〔典拠〕安田泰次郎匡北海道移民政策史」（生活社，1941年，復刻版東天社，1979年）

　　　897～898ぺ・・一ジ）

に
一
家
族
八
人
、
七
月
二
日
出
帆
の
河
内
丸
に
二
家
族
一
三
人
と
、
海
興
が
取
り
扱
う

「
契
約
移
民
」
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
る
も
の
も
現
れ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
数
は
ま

だ
ま
だ
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
安
田
が
掲
げ
た
統
計
を
用
い
て
作
成
し
た
の
が
図
7
で
あ
る
。
他
府
県
と
同
様
に
渡

航
費
補
助
が
実
質
化
し
た
一
九
二
七
年
度
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
が
増
え
て
い
く
が
、
一

九
三
二
年
の
突
出
ぶ
り
は
明
ら
か
に
異
様
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
年
だ
け
で
男
女
合
わ
せ

て
四
〇
〇
〇
人
を
上
回
る
人
び
と
が
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
た
の
か
。
以
下
、
こ
の
点
に
焦

点
を
当
て
て
み
よ
う
。

（
2
）
凶
作
と
移
民

　
安
田
の
掲
げ
た
統
計
は
、
北
海
道
庁
が
許
可
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
全
て
の
数
値
で
あ

る
た
め
、
夫
婦
移
民
や
単
独
移
民
、
呼
寄
せ
や
移
住
組
合
に
よ
る
植
民
も
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
も
『
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
』
の
な
か
か
ら
補
助
家
族
移
民
を

抽
出
す
る
と
い
う
方
法
を
と
り
、
一
九
二
七
年
か
ら
三
六
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
わ
た

る
年
次
別
ブ
ラ
ジ
ル
行
補
助
家
族
移
民
の
時
間
的
・
空
間
的
特
質
を
整
理
し
た
い
と
思

う
。　

表
7
に
見
る
よ
う
に
、
一
九
二
七
～
三
一
年
ま
で
の
渡
伯
家
族
数
は
毎
年
六
〇
前
後

で
、
移
民
数
に
お
い
て
も
四
五
〇
人
前
後
を
推
移
し
て
い
た
。
そ
れ
が
一
九
三
二
年
か

ら
三
四
年
に
か
け
て
三
倍
以
上
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
～
九
三
一
～
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表7　北海道からの年次別ブラジル行補助家族数・移民数

年 補助家族数 移民総数 男 女 家長の平均年齢 1家族の平均人数

1927年 55 432 233 199 37．4 7．9

ユ928年 60 484 250 234 36．35 7．85

1929年 49 371 192 179 34．2 7．1

1930年 60 448 239 209 33．2 7

193眸 65 454 245 209 35．3 6．9

1932年凶作 181 1413 735 678 34．4 7．8

1932年 164 1232 664 568 36．9 7．6

1933年 248 1960 1054 906 34．7 7．9

1934年 165 1324 678 646 34．6 8

1935年 24 203 118 85 33．1 6．5

1936年 29 263 136 127 36 9．1

合　計 1100 8584 4544 4040 35．1 7．6

〔典拠〕国立国会図書館近代デジタルライブラリー海外興業取扱移民『伯刺西爾行名鰯をもとに

　　　第77回（1927年1月1日）～第266回（1936年11月14日）のうちt北海道からの自費家族

　　　移民・補助家族移民を抽出して集計。1927年はすべて「自費家族移民」，1928年のうち第

　　　94回（1928年1月12日）～第97園（1928年3月17日）の「自費家族移民」は12家族95人で

　　　ある。それ以外はすべて内務省（1929年7月からは拓務省）「補助家族移民」である。

　　　1932年については「凶作補助家族移罠」として別途分類した。

三
二
年
の
北
海
道
・
東
北
地
方
を
襲
っ
た
冷
害
に
よ
る
凶
作
被
害

が
あ
っ
た
。

　
『
北
海
道
凶
荒
災
害
誌
』
（
一
九
三
七
年
刊
行
）
は
、
一
九
一
三

年
の
凶
作
に
つ
い
て
「
天
候
不
順
の
影
響
は
如
何
と
も
し
難
く
、

（
中
略
）
大
正
二
年
の
大
凶
作
以
後
に
於
け
る
最
悪
の
作
柄
を
示

　
④

し
た
」
と
記
し
、
各
支
庁
管
内
の
凶
作
概
況
を
書
き
留
め
て
い
る
。

例
え
ば
上
川
支
庁
多
寄
村
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
被
害
状
況

を
伝
え
て
い
る
。

　
天
候
の
劣
性
は
必
然
に
農
作
物
の
不
況
を
発
生
せ
し
む
る
原
動
力
と

　
な
り
、
水
稲
は
ほ
と
ん
ど
発
育
せ
ず
早
生
種
の
出
穂
開
花
期
は
遂
に

　
素
躍
さ
れ
、
中
生
種
以
下
何
れ
も
結
実
す
る
に
至
ら
ず
別
記
の
如
き

　
状
況
を
現
出
し
た
の
で
あ
る
。
尚
、
救
済
を
要
す
る
悲
惨
な
農
家
の

　
総
戸
数
は
三
百
五
十
五
戸
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
作
況
皆
無
の
為
に

　
辛
酸
を
嘗
め
つ
・
あ
る
も
の
は
実
に
そ
の
半
数
を
超
ゆ
る
有
様
で
あ

　
⑤

　
る
。

同
様
に
網
走
支
庁
の
野
付
牛
町
に
つ
い
て
は

　
稲
作
に
於
て
～
分
七
厘
強
、
畑
作
に
於
て
七
分
で
あ
り
、
被
害
段
別

　
は
収
穫
皆
無
三
百
町
歩
、
七
割
以
上
減
収
千
六
百
三
十
八
町
二
段
歩
、

　
五
割
以
上
減
収
二
百
三
十
町
歩
の
作
況
で
救
済
を
要
す
る
戸
数
は
四
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百
七
十
二
戸
に
達
し
た
。
内
食
料
を
給
与
す
べ
き
も
の
四
十
六
戸
、
種
苗
給
与
を
要
す
る
も
の
百
十
四
戸
に
対
し
て
道
庁
の
指
示
に
従
ひ
目
下
そ
の
手
続
取

　
　
　
　
　
⑥

　
運
申
で
あ
る
。

と
報
告
さ
れ
て
い
た
。

　
一
九
二
九
年
に
移
植
民
政
策
を
担
当
す
る
官
庁
と
し
て
拓
務
省
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
打
ち
続
く
不
況
下
に
あ
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民

事
業
は
低
迷
を
き
わ
め
、
同
省
の
存
続
す
ら
危
う
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
た
拓
務
省
が
、
自
ら
の
存
在
意
義

を
示
す
べ
く
、
「
凶
作
地
罹
災
民
」
を
「
永
久
救
済
す
る
た
め
」
と
し
て
南
米
へ
の
渡
航
を
援
助
す
る
動
き
に
で
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
一
年

一
一
一
月
一
八
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
、
「
拓
務
省
当
局
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
」
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
た
。

　
本
年
度
渡
航
費
補
助
の
予
算
は
約
百
七
十
万
円
で
八
千
七
百
賊
名
の
移
民
を
送
る
計
画
中
だ
っ
た
が
現
在
ま
で
の
所
移
民
の
総
数
は
漸
く
四
千
名
で
予
定
の

　
半
数
に
も
達
し
て
み
な
い
、
従
っ
て
予
算
上
で
も
半
数
以
上
の
八
九
十
万
円
は
そ
の
ま
・
残
っ
て
み
る
の
で
凶
作
地
方
民
の
希
望
さ
へ
あ
れ
ば
優
に
四
千
名

　
以
上
は
何
時
で
も
送
れ
る
訳
だ
、
し
か
も
拓
務
省
計
画
の
八
千
余
名
を
送
っ
て
も
な
ほ
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
申
込
の
や
っ
と
三
割
に
達
す
る
程
度
で
あ
る
か
ら
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
｝
凶
作
地
方
の
応
募
者
が
予
定
数
を
超
過
し
た
場
合
は
、
追
加
予
算
の
第
二
予
備
金
か
ら
支
出
し
て
移
民
さ
す
べ
き
だ
と
積
極
政
策
を
高
調
し
て
み
る
。

そ
の
後
た
だ
ち
に
海
興
は
石
垣
募
集
課
長
を
青
森
県
と
北
海
道
に
派
遣
し
、
凶
作
地
下
災
民
の
な
か
に
ど
れ
ほ
ど
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
を
希
望

す
る
も
の
が
い
る
か
、
そ
の
実
情
調
査
を
お
こ
な
わ
せ
た
。
＝
一
月
一
八
日
に
帰
京
し
た
石
垣
は
直
ち
に
拓
務
省
に
出
頭
し
、
大
略
、
以
下
の

よ
う
に
報
告
し
た
と
い
う
。

　
凶
作
地
方
の
移
民
希
望
者
は
予
想
外
に
多
く
青
森
、
北
海
道
共
五
百
家
族
に
近
い
多
数
に
上
っ
て
い
る
事
が
潤
明
し
た
。
殊
に
他
府
県
に
比
し
特
別
郷
土
に

　
対
す
る
愛
着
を
も
つ
青
森
県
民
が
か
く
多
数
の
希
望
者
を
だ
し
た
事
は
飢
餓
と
困
苦
が
想
像
以
上
で
あ
る
事
を
裏
書
す
る
も
の
で
、
関
係
道
県
当
局
も
移
民

　
　
に
よ
る
永
久
的
救
済
に
は
非
常
な
乗
気
で
急
速
に
実
施
を
希
望
し
、
遅
く
と
も
明
年
三
月
ま
で
に
は
全
部
神
芦
を
出
発
さ
せ
た
い
と
大
変
な
意
気
込
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
移
民
希
望
者
の
大
部
分
は
雑
穀
野
菜
等
で
辛
う
じ
て
露
命
を
つ
な
い
で
お
り
一
人
当
り
三
、
四
十
円
の
支
度
金
の
調
達
は
絶
対
不
可
能
と
さ
れ
て

　
　
い
る
。
殊
に
凶
作
地
の
金
融
は
円
満
を
か
き
土
地
家
財
を
競
売
に
付
し
て
も
買
手
が
無
く
大
多
数
は
借
金
に
縛
ら
れ
て
動
き
も
と
れ
ず
や
が
て
自
減
す
る
運
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命
に
あ
る
の
で
、
道
県
当
局
で
は
移
民
稀
誉
者
の
債
務
は
町
村
長
の
斡
旋
で
一
定
期
間
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
布
き
渡
航
を
容
易
な
ら
し
め
支
度
金
調
達
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
て
も
拓
務
省
へ
支
出
方
を
懇
請
す
べ
く
種
々
考
究
中
で
あ
る
。

海
興
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
拓
務
省
は

　
　
「
更
生
の
意
義
を
明
確
に
す
る
絶
好
の
機
会
だ
」
と
ば
か
り
支
度
金
の
具
体
的
支
出
方
法
を
研
究
す
る
や
ら
関
係
道
県
へ
移
民
見
込
数
報
告
募
集
勧
誘
に
関

　
す
る
通
牒
を
発
す
る
等
、
全
省
を
あ
げ
て
活
動
を
始
め
、
海
外
興
業
で
も
罹
災
民
が
正
式
に
申
込
次
第
医
師
を
は
じ
め
係
員
を
ど
し
ど
し
凶
作
地
に
急
派
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
一
切
の
手
続
を
郷
里
で
済
ま
す
べ
く
計
函
中
で
あ
る
。

と
積
極
的
に
活
動
を
始
め
た
。
世
界
的
な
不
況
下
で
ブ
ラ
ジ
ル
へ
行
く
移
民
の
数
が
落
ち
込
み
、
そ
の
挽
回
策
に
苦
慮
し
て
い
た
拓
務
省
と
海

興
に
し
て
み
れ
ば
、
ま
さ
に
自
ら
の
「
更
生
の
意
義
を
明
確
に
す
る
絶
好
の
機
会
」
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
借
金
が
あ
る
た
め
ブ
ラ
ジ
ル
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

住
を
あ
き
ら
め
て
い
た
農
民
を
救
済
す
る
策
と
し
て
拓
務
省
は
「
支
度
金
」
の
支
給
を
決
め
、
特
別
移
住
補
助
金
七
万
円
の
支
出
を
計
上
し
た
。

　
北
海
道
の
場
合
、
こ
の
特
別
移
住
補
助
金
は
一
九
三
二
年
二
月
に
「
移
植
民
団
体
奨
励
助
成
金
」
と
い
う
名
目
で
北
海
道
海
外
協
会
に
公
布

さ
れ
、
そ
の
取
扱
業
務
が
委
託
さ
れ
た
。
だ
が
「
こ
の
募
集
期
間
は
わ
ず
か
一
ヵ
月
半
」
し
か
な
く
、
「
し
か
も
会
計
年
度
の
関
係
が
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

渡
航
者
は
道
庁
外
事
課
よ
り
の
渡
航
許
可
を
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
う
え
こ
の
凶
作

補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
従
来
の
渡
航
手
続
き
に
加
え
て
「
凶
作
罹
災
証
明
」
お
よ
び
「
無
資
力
証
明
」
を
役
場
か
ら
受
け
、
さ
ら
に
「
拓
務

省
派
遣
医
の
ト
ラ
ホ
ー
ム
検
査
済
証
」
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
北
海
道
海
外
協
会
の
各
支
部
や
海
興
の
渡
航
相
談
所

は
「
書
類
の
受
理
整
理
整
頓
お
よ
び
訪
問
者
の
面
接
に
文
字
通
り
不
眠
不
休
の
努
力
で
、
戦
場
の
よ
う
な
混
乱
を
呈
し
、
事
務
所
で
は
毎
日
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

信
に
忙
殺
」
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
当
初
こ
の
凶
作
補
助
は
、
一
九
三
一
年
度
内
に
お
い
て
北
海
道
と
東
北
地
方
の
凶
作
罹
災
農
民
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
道
民
に

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
住
を
希
望
す
る
も
の
が
こ
と
の
ほ
か
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
三
二
年
六
月
ま
で
続
い
た
。
拓
務
省
に
よ
る
凶
作
補
助
家

族
移
民
数
を
便
船
別
道
府
県
別
に
総
括
し
た
も
の
が
表
8
で
あ
る
。
三
か
月
足
ら
ず
の
間
に
全
国
か
ら
二
＝
二
家
族
一
六
一
五
人
、
そ
の
う
ち
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日本におけるブラジル国策移民事業の特質（坂口）

表8　1932年拓務省凶作補助家族移民の便船別道府県内訳

出帆年月日 國 道府県名 家族数 移民数 家族数 人数

北海道 42 317 北海道 181 1413
1932年3別8日 第175回

膏森県 7 39 青森県 22 131

北海道 25 196 岩手県 2 13

1932年3月29日 第176回 青森県 1 5 宮城県 2 13

東京府 1 8 福島県 3 19

北海道 47 381 東京府 1 8

青森県 11 68 鳥取県 工 8

1932年4月18日 第177回 岩手県 1 6 徳島県 1 10

福島県 2 16 合計 213 1615

鳥取県 工 8

北海道 49 399

青森県 3 19

1932年4月30日 第178回
宮城県 1 6

徳島県 1 10

北海道 4 28
1932年5月17日 第179回

宮城県 1 7

北海道 12 75

1932年5月3旧 第180回 岩手県 1 7

福島県 1 3

1932年6月8日 第181回 北海道 2 17

合　　　計 213 1615

〔典拠〕国立国会図書館近代デジタルライプラリー海外興業取扱移民『伯刺西爾行移民

　　　名簿』をもとに、第175回（1932年3月18日）～第181圓（1932年6月8日）の

　　　拓務省「凶作補助家族移民」を便船別に集計した。

　　　　なお，表示していないがt北海道からは「夫婦移民」として第177回に1家族

　　　3人，第178回に2家族12人，第179回に1家族2人が凶作補助の対象となって

　　　いた。

北
海
道
か
ら
一
八
一
家
族
一
四
　
三
人
が
移

民
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
た
こ
と
に
な
る
。

全
体
の
八
六
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
凶
作
補

助
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
は
通
常
の
補

助
家
族
移
民
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、
そ
の
数
だ
け
で
も
例
年
の
三

倍
近
く
に
達
し
、
一
六
四
家
族
一
二
三
二
人

に
お
よ
ん
だ
。
双
方
あ
わ
せ
て
二
六
〇
〇
人

あ
ま
り
が
～
年
間
で
北
海
道
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル

へ
渡
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
移
民
を
迎
え
入
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
側
に
あ
っ

て
も
こ
の
年
の
移
民
に
は
早
く
か
ら
注
目
し

て
い
た
よ
う
で
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
日
本
語
新

聞
『
聖
州
新
報
』
は
、
多
く
の
凶
作
補
助
移

民
を
乗
せ
た
「
り
お
で
じ
ゃ
ね
い
ろ
丸
」
が

一
九
三
二
年
四
月
一
八
日
に
神
戸
を
出
て
か

ら
六
月
二
日
サ
ン
ト
ス
港
に
着
く
ま
で
の
動

向
を
逐
次
報
じ
、
到
着
後
は
「
新
移
民
そ
れ

ぞ
れ
耕
地
へ
向
け
て
出
発
」
と
の
見
出
し
を
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⑬

付
け
、
凶
作
補
助
移
民
四
七
六
人
が
路
線
ご
と
に
分
か
れ
て
奥
地
へ
入
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。

　
拓
務
省
と
し
て
は
自
ら
の
存
在
意
義
を
示
そ
う
と
し
て
、
北
海
道
・
東
北
地
方
の
凶
作
罹
災
者
を
対
象
と
し
た
特
別
補
助
金
の
支
出
を
決
め

た
が
、
こ
れ
が
先
例
と
な
り
、
一
九
三
二
年
八
月
一
九
日
に
神
戸
か
ら
出
帆
す
る
第
一
八
三
回
以
降
の
ブ
ラ
ジ
ル
行
移
民
を
対
象
に
、
全
国
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

模
で
＝
一
歳
以
上
～
人
あ
た
り
五
〇
円
（
年
齢
に
よ
り
半
減
）
の
「
支
度
金
」
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
支
度
金
」
支

給
が
契
機
と
な
り
、
全
国
各
地
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
が
急
増
し
た
こ
と
は
図
3
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
3
）
　
『
伯
剰
西
爾
行
移
民
名
簿
睡
に
見
る
北
海
道
か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
輩
出
地

　
で
は
、
一
九
三
二
年
の
凶
作
補
助
家
族
移
民
は
北
海
道
の
ど
の
地
域
、
ど
の
町
村
か
ら
出
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
生
な
ら
び
に
図
8
を
用

い
て
あ
と
づ
け
て
み
よ
う
。

　
一
九
三
二
年
の
拓
務
省
凶
作
補
助
家
族
移
民
の
輩
出
地
は
、
常
呂
郡
野
付
牛
町
、
網
走
郡
美
幌
町
、
紋
別
郡
雑
面
村
な
ど
の
道
東
地
方
な
ら

び
に
上
川
郡
名
寄
村
、
多
寄
村
、
東
鷹
栖
村
、
上
士
別
村
な
ど
道
北
地
方
に
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
通
常
の
補
助
家
族
移

民
は
亀
田
郡
湯
川
村
や
虻
田
郡
倶
知
安
村
、
天
塩
郡
幌
延
村
そ
れ
に
札
幌
郡
や
空
知
郡
の
町
村
に
多
か
っ
た
。

　
一
九
三
一
年
の
凶
作
は
北
海
道
の
広
い
範
囲
に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
網
走
や
北
見
地
方
と
上
川
郡
の
北
部
は
冷
害

に
よ
る
被
害
が
大
き
い
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
開
拓
当
初
か
ら
水
稲
耕
作
の
限
界
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ッ
カ
や
馬
鈴
薯
、

え
ん
ど
う
豆
な
ど
の
畑
作
を
主
と
し
て
い
た
。
第
一
次
大
戦
期
に
は
ハ
ッ
カ
や
で
ん
ぷ
ん
の
欧
米
輸
出
で
活
況
を
呈
し
た
。
だ
が
大
戦
後
は
不

況
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
う
え
連
作
に
よ
り
地
力
も
低
下
し
て
い
た
こ
と
か
ら
生
産
も
落
ち
込
み
は
じ
め
た
。
そ
の
た
め
一
九
二
〇
年
代
半
ば
か

ら
畑
地
を
水
田
へ
と
転
換
す
る
造
田
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
水
田
が
一
九
三
一
年
の
冷
害
に
あ
い
、
軒
並
み
収
穫
皆
無
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
稲
作
限
界
地
だ
っ
た
だ
け
に
道
央
の
札
幌
周
辺
部
や
道
南
の
函
館
近
辺
よ
り
も
凶
作
の
被
害
は
大
き
く
、
そ
の
結
果
、
凶
作
補
助
家
族

移
民
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
凶
作
罹
災
者
も
多
く
な
っ
て
い
た
。
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日本におけるブラジル国策移民事業の特質（坂口）

表9　北海道における年次別町村別ブラジル移民（上位10町村）

市郡

常呂郡

空知郡

釧路郡

虻田郡

紋別郡

常呂郡

空知郡

増毛郡

網走郡

常呂郡

道全体

　　　76
　　　30

　　　28
　　　19
2　1　19

2　1　18

3　1　17

2　1　17

2　1　15

2　1　15

55　1　432

市郡

中川郡

斜里郡

紋別郡

幌別郡

上川郡

天塩郡

有珠郡

空知郡

小樽郡

虻田郡

道全体

51

30

28

22

21

21

17

16

15

11

4an

市郡

札幌郡

紋別郡

空知郡

空知郡

有珠郡

上川郡

幌別郡

亀田郡

夕張郡

札幌郡

道全体

41

31

22

19

18

17

17

17

16

15

371

市郡

空知郡

空知郡

札幌郡

夕張郡

札幌郡

札幌郡

樺戸郡

札幌郡

紋別郡

中川郡

道全体

59

43

33

23

23

16

15

14

13

13

448

市郡

常呂郡

幌別郡

余市郡

石狩郡

雨竜郡

瀬棚郡

石狩郡

勇払郡

紋別郡

札幌郡

道全体

　　　61

　　　27
　　　22

　　　19
　　　18
　　　13
　　　12

　　　11
　　　11
2　1　11

65　1　454

市郡

常呂郡

上川郡

網走郡

上川郡

上川郡

紋別郡

上川郡

札幌郡

標津郡

小樽市

道全体

1932年凶作補助

町村名

野付牛町

名寄町

美幌町

多寄村

東鷹栖村

渚滑村

上士別村

札幌村

標津村

家族数移民数

　　　　85
　　　　66
　　　　51

　　　　48
　6　1　47
　4　1　38
　3　1　35
　3　i　35
　4　1　34
　5　1　34
　181　r1413

市郡

亀田郡

虻田郡

旭川市

札幌市

天塩郡

亀田郡

幌別郡

瀬棚郡

空知郡

雨竜郡

道全体

　1932年
町村名

湯川村

倶知安町

幌延村

大野村

幌別村

利別村

美唄町

多度志村

A　計

家族数移民数

　121　80
　　91　63
　　81　60
　　71　53
　　71　51
　　4

4
ム
4
▲
4
4

61

　50

　46

　37

　36

1232

市郡

紋別郡

夕張郡

札幌郡

札幌市

中川郡

雨竜郡

札幌郡

旭川市

上磯郡

常呂郡

道全体

1933年

町村名

遠軽村

夕張町

札幌村

池田町

多度志村

琴似村

上磯町

野付牛町

A　計

6

8

6

4

8

市郡

帯広市

中川郡

函館市

常呂郡

空知郡

広尾郡

空知郡

札幌郡

夕張郡

札幌郡

道全体

　1934年

町村名　家族数

本別町

訓子府村

三笠山村

大樹村

美唄町

札幌村

長沼村

藻岩村

△　計

1
3
一
1
1
一
1
1

4
＾
「
D
「
0
4
，
「
V

61

移民数

　111

　80

　80
　45
　42
　38
　38

　37
　37
　37
1324

　　　　　　1935年

　　　　　町村名　家族数移民数
石狩郡　　当別村

河東郡　　音更村

雨龍郡　　深川町

上川郡　　温根別村

夕張郡　　角田村

空知郡　　滝川町

上川郡　　神居村

雨龍郡　　幌加内村

夕張郡　　夕張町

阿寒郡　　舌辛村

道全体　　　　計

　　　　　　1936年

　　　　　町村名　家族数移民数

斜里郡　小清水村
宗谷郡　　稚内町

釧路郡　　鳥取村

空知郡　南富良野村

旭川市

札幌郡　　白石村

枝幸郡　　頓別村

上川郡　　神楽村

樺戸郡　新十津川村

阿寒郡　　舌辛村

道全体　　　　計

〔典拠〕国立国会図書館近代デジタルライ

　　　ブラリー海外興業取扱移民「伯刺

　　　西爾行名簿』をもとに，第77回

　　　（1927年1月1日〉～第266回
　　　（1936年11月14日）のうち，北海

　　　道からの自費家族移民・補助家族

　　　移民を抽出して集計。1927年はす

　　　べて「自費家族移民」，1928年の

　　　うち第94回（1928年1月12日）～

　　　第97回（1928年3月17日）の「自

　　　費家族移民」は12家族95人である。

　　　それ以外はすべて内務省（1929年

　　　7月からは拓務省）「補助家族移

　　　民」である。1932年については
　　　「凶作補助家族移民」として別途

　　　分類した。
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敵8　北海道におけるブラジル移民輩出地図

〔典拠〕表9と同じ。
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日本におけるブラジル国策移民事業の特質（坂目）

　
北
見
地
方
の
野
付
牛
町
や
湧
別
村
、
上
川
郡
の
当
麻
村
や
士
別
村
な
ど
は
、
一
八
九
〇
年
代
に
屯
田
兵
が
入
植
し
開
拓
し
た
村
で
あ
る
。
ま

た
集
団
移
住
の
事
例
と
し
て
は
北
見
地
方
の
北
光
社
（
一
八
九
六
年
入
植
）
や
常
呂
村
の
高
知
団
体
（
一
八
九
六
年
入
植
）
、
岐
阜
団
体
（
一
八
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

年
入
植
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
樺
戸
郡
の
新
十
津
川
村
も
奈
良
県
か
ら
の
集
団
移
住
地
と
し
て
著
名
だ
ろ
う
。

　
「
内
地
」
か
ら
北
海
道
へ
移
住
し
た
も
の
の
生
活
が
成
り
立
た
ず
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
と
な
っ
た
一
こ
の
よ
う
に
二
か
所
で
移
民
と
な
っ
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

び
と
の
こ
と
を
本
庄
豊
は
「
二
重
移
民
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
内
地
」
で
の
風
水
害
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
し
て
北
海
道
に
入
植
し
て
三
〇
年
余

り
、
し
か
し
北
の
開
拓
地
で
も
自
然
の
猛
威
に
は
抗
え
ず
、
二
度
目
の
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
び
と
で
あ
る
。

　
北
海
道
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
て
い
っ
た
人
び
と
の
輩
出
地
域
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
北
海
道
移
住
前
の
生
活
～
北
海
道
で
の
開
拓
生
活
～

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
後
の
生
活
と
い
う
歴
史
を
た
ど
っ
た
コ
一
重
移
民
」
の
結
節
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
北
海
道
か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
へ
移
住
し
た
人
び
と
の
生
活
の
原
点
を
特
定
し
て
い
く
と
い
う
基
礎
的
な
作
業
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

歴
史
に
含
ま
れ
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
「
源
流
」
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
後
の
足
跡
を
あ
と
づ
け
る
筋
道
も
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

か
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

①
　
田
中
彰
・
桑
原
真
直
北
海
道
開
拓
と
移
民
』
（
吉
川
弘
文
館
、
｝
九
九
六
年
）
、

　
六
九
～
七
一
頁
。

②
北
海
道
南
米
移
住
史
編
集
委
員
会
編
『
北
海
道
南
米
移
住
史
』
（
社
団
法
人
北

　
方
圏
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
）
、
六
九
頁
。

③
安
田
泰
次
郎
『
北
海
道
移
民
政
策
史
㎞
（
生
活
社
、
一
九
四
一
年
、
復
刻
版
・

　
東
天
社
、
　
九
七
九
年
）
、
八
九
七
頁
。

④
石
黒
英
彦
編
欄
北
海
道
凶
荒
災
害
誌
』
（
北
海
道
社
会
事
業
協
会
、
　
九
三
七

　
年
）
、
六
四
頁
。

⑤
同
前
、
『
北
海
道
凶
荒
災
定
洋
盤
、
七
二
頁
。

⑥
同
箭
、
『
北
海
道
凶
荒
災
害
誌
』
、
八
六
頁
。

⑦
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
　
三
年
一
二
月
一
八
臼
。

⑧
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
＝
二
年
～
二
月
二
〇
日
。
た
だ
し
、
適
宜
読
点
を
付

　
し
た
。

⑨
　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
　
年
一
二
月
二
〇
日
。

⑩
噸
時
事
新
報
』
～
九
三
二
年
四
月
八
日
。

⑪
前
掲
、
噸
北
海
道
南
米
移
住
史
』
、
九
五
頁
。

⑫
北
海
道
海
外
協
会
機
関
誌
『
雄
飛
』
第
六
号
、
こ
こ
で
は
『
北
海
道
南
米
移
住

　
史
』
九
五
～
九
六
頁
よ
り
再
引
用
し
た
。

⑬
欄
聖
州
新
報
㎞
一
九
三
二
年
五
月
半
～
日
、
六
月
七
日
。

⑭
「
伯
国
渡
航
支
度
金
の
交
付
決
定
」
（
『
拓
務
時
報
隔
第
一
八
号
、
一
九
三
二
年

167 （167）



　
九
月
）
。

⑮
常
呂
町
百
年
史
編
さ
ん
委
員
会
㎎
常
呂
町
百
年
史
㎞
（
常
呂
町
、
一
九
入
九
年
）
、

　
二
三
九
～
二
五
九
頁
。

⑯
本
庄
豊
「
十
津
川
二
重
移
民
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
一
奈
良
か
ら
北
海
道
、

　
ブ
ラ
ジ
ル
へ
」
（
『
歴
史
地
理
教
育
㎞
二
〇
〇
九
年
三
月
増
刊
号
）
。

⑰
前
掲
、
『
北
海
道
南
米
移
住
史
』
は
、
資
料
と
し
て
戦
前
・
戦
後
の
「
北
海
道

　
出
身
者
の
南
米
移
住
門
中
鱒
」
を
五
〇
音
順
に
掲
載
し
、
氏
名
・
渡
航
年
・
船

　
名
・
出
身
町
村
・
家
族
名
・
最
初
の
入
植
地
を
表
示
し
て
い
る
（
四
二
八
～
五
九

　
一
頁
）
。
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
後
の
動
向
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
二
重

　
移
民
の
歴
史
的
意
味
も
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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む
　
　
す
　
　
び

　
本
稿
の
目
的
は
、
出
移
民
研
究
の
課
題
と
方
法
を
提
示
す
る
試
論
の
一
つ
と
し
て
、
移
民
超
越
地
域
に
み
る
国
策
移
民
事
業
の
実
態
に
焦
点

を
当
て
、
移
民
を
多
数
輩
出
し
た
町
村
の
特
定
と
そ
の
家
族
数
・
移
罠
数
を
確
定
し
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
以
下
の
二
点
を
指
摘
し
、
む
す
び
と
し
た
い
。

　
第
一
は
、
渡
航
費
補
助
と
支
度
金
支
給
の
意
義
で
あ
る
。
従
来
、
一
九
二
四
年
に
内
務
省
社
会
局
が
渡
航
費
補
助
を
始
め
た
こ
と
で
ブ
ラ
ジ

ル
移
民
が
促
進
さ
れ
た
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
一
九
二
四
年
か
ら
二
七
年
ま
で
に
社
会
局
の
渡
航
費
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
も

の
は
二
六
％
程
度
で
、
七
割
余
り
の
移
植
民
は
補
助
を
受
け
る
こ
と
な
く
自
費
で
渡
呈
し
て
い
た
の
が
実
態
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
改
善

す
べ
く
内
務
省
が
渡
航
費
補
助
の
総
額
を
増
や
し
た
の
は
一
九
二
八
年
四
月
の
こ
と
で
、
こ
れ
以
降
、
移
民
の
ほ
と
ん
ど
が
渡
航
費
二
〇
〇
円

の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
社
会
局
補
助
家
族
移
民
（
一
九
二
九
年
以
降
は
拓
務
省
補
助
）
の
始
ま
り
で
、
本
稿
が
分
析
の

対
象
と
し
た
移
民
デ
ー
タ
の
母
集
団
と
な
っ
た
。
た
だ
し
移
民
数
は
景
気
の
好
不
況
に
も
左
右
さ
れ
、
一
気
に
増
加
す
る
と
い
う
状
況
に
は
い

た
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
大
き
く
変
え
た
の
は
、
一
九
三
二
年
八
月
に
始
ま
っ
た
「
支
度
金
」
の
支
給
で
あ
っ
た
。
渡
航
前
の
準
備
金
と
し
て
大
人

一
人
去
た
り
五
〇
円
支
給
（
年
齢
に
応
じ
て
半
減
）
す
る
と
し
た
も
の
で
、
疲
弊
し
て
い
た
貧
農
に
と
っ
て
は
ブ
ラ
ジ
ル
行
き
を
決
意
さ
せ
る
誘

い
水
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
支
度
金
の
支
給
が
始
ま
る
と
東
北
で
は
秋
田
や
山
形
、
関
東
で
は
埼
玉
や
神
奈
川
な
ど
、
移
民
の
少
な
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か
っ
た
府
県
か
ら
も
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
す
る
家
族
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
支
度
金
の
支
給
を
機
に
国
策
と
し
て
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
送
出
事
業

は
文
字
通
り
全
国
的
に
浸
透
し
、
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
い
つ
・
ど
こ
か
ら
・
誰
が
何
人
で
移
民
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
の
か
と
い
う
基
本
情
報
を
確
定
す
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
る
。

国
策
移
民
事
業
と
い
っ
て
も
移
民
の
輩
出
時
期
は
…
律
で
は
な
く
、
そ
の
要
因
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
か
か
え
る
歴
史
的
背
景
や
自
然
災
害
な

ど
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
移
民
の
輩
出
地
と
人
数
の
特
定
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
既
存
の
地
域
史
の
と
ら
え
方
に
も
新
た
な
切

り
口
が
加
わ
る
も
の
と
思
う
。

　
熊
本
県
の
場
合
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
増
加
の
大
き
な
山
場
は
一
九
二
九
～
三
〇
年
に
あ
り
、
移
民
輩
出
地
域
は
八
代
郡
の
干
拓
地
帯
に
集
中
し

て
い
た
。
八
代
郡
の
干
拓
地
帯
は
県
内
の
他
郡
と
比
べ
て
小
作
料
が
高
く
、
そ
の
う
え
多
額
の
肥
料
を
投
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
に
あ
っ

た
。
離
村
率
も
高
か
っ
た
。
小
作
の
要
求
を
掲
げ
て
大
き
な
争
議
が
生
じ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
と
環
境
を
背
景
に
熊
本
で
は

多
く
の
移
民
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
本
稿
で
は
移
民
輩
出
地
域
の
歴
史
的
背
景
を
確
認
し
た
に
と
ど
ま
り
、
渡
伯
を
決
意
し

た
家
族
や
個
人
の
お
か
れ
て
い
た
事
情
や
理
由
に
ま
で
は
肉
薄
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
か
か
る
基
礎
的
考
察
を
積
み
上
げ
て
い
く
な
ら
ば
、
既

存
の
地
域
研
究
に
埋
も
れ
て
い
た
家
族
や
個
人
の
存
在
も
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　
他
方
、
北
海
道
は
一
九
三
二
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
が
激
増
し
た
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
接
的
な
要
因
は
一
九
一
三
年

の
凶
作
で
あ
り
、
甚
大
な
る
被
害
を
う
け
た
罹
災
者
の
な
か
に
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
を
望
む
も
の
が
多
数
い
た
こ
と
に
よ
る
。
凶
作
補
助
を
受
け
た

家
族
は
道
東
の
常
呂
郡
や
網
走
郡
、
道
守
の
上
川
郡
に
多
か
っ
た
が
、
凶
作
補
助
を
受
け
ず
と
も
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
し
よ
う
と
決
め
た
通
常
の

補
助
家
族
移
民
も
相
当
数
お
り
、
そ
の
流
れ
は
増
減
し
な
が
ら
も
一
九
三
七
年
置
で
続
い
た
。
寒
冷
地
で
の
開
拓
に
限
界
を
感
じ
は
じ
め
、
新

た
な
移
住
先
を
求
め
て
い
た
も
の
が
、
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
度
大
き
な
移
住
を
経
験
し
た
人
び
と
は
更
な
る

移
住
に
向
か
い
や
す
い
の
か
、
満
州
移
民
や
戦
後
移
民
の
問
題
も
含
め
て
、
新
た
な
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

　
本
稿
で
は
、
高
論
が
作
成
し
た
『
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
㎏
を
典
拠
と
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
輩
出
地
域
の
全
国
的
な
動
向
を
確
認
す
る
と
と
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も
に
具
体
的
な
地
域
事
例
と
し
て
熊
本
県
と
北
海
道
を
と
り
あ
げ
、
移
民
の
出
身
町
村
と
家
族
数
・
移
民
数
を
確
定
す
る
作
業
を
試
み
て
き
た
。

こ
の
方
法
は
す
べ
て
の
府
県
の
移
民
に
適
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
移
民
デ
ー
タ
が
集
積
さ
れ
れ
ば
国
策
移
民
事
業
の
特
質
に
つ
い
て

も
よ
り
一
層
具
体
的
に
考
察
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
特
定
の
個
人
や
家
族
を
対
象
と
す
る
に
お
い
て
も
移
民
デ
ー
タ
の
集
積
は
必

須
で
あ
る
。
『
伯
剰
西
爾
行
移
民
名
簿
幅
の
更
な
る
活
用
が
求
め
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

170 （17e）

〔
謝
辞
〕
　
本
稿
の
使
用
し
た
地
図
の
作
成
に
お
い
て
は
飯
塚
隆
藤
さ
ん
、

　
　
　
協
力
を
得
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

明
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
睡
か
ら
の
デ
ー
タ
入
力
に
お
い
て
は
坂
ロ
洋
二
郎
さ
ん
の

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
平
成
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
A
）
「
環
太
平
洋
に
お
け
る
在
外
日
本
人
の
移
動
と
生
業
」

　
　
　
○
八
・
研
究
代
表
者
米
山
裕
）
に
よ
る
研
究
分
担
者
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Wkereas　the　national　result　was　64　percent　voting　in　favour　of　conscription，

Quebec　voted　73　perceRt　against　conscription．　Considering　the　clear

opposition　in　Quebec，　King　hesltated　to　introduce　conscription　for　overseas

service　as　late　as　November　1944．　The　defeat　based　on　the　force　of　numbers，

however，　left　an　indelible　mark　on　FreRch　Canadian　sensibilities．

　　Through　their　wartlme　experience，　French　CanadiaR　intellectuals　like

Laurendeau　aRd　future－prime－minister　Pierre　Trudeau　recognized　the　limit

of　their　position　as　cultural　minor；ties　and　the　need　for　negotiation　with　the

dominant　majority　group．　To　remedy　the　situation　and　to　express　the　voices

of　French　（aBd　eventually　other　non－ERglish）　Canadians，　LaureRdeau　became

the　do－chairman　of　the　Royal　CommissioR　on　BiliRgualism　and　Biculturalism

in　1963　and　Trudeau　enacted　the　1982　Constitutlon，　which　proclaims

multiculturalism　as　Canada’s　official　policy．　This　essay　concludes　that　the

oppression　of　cultural　minorities　during　tke　conscription　crises　was，　in　a

paradoxical　way，　a　turning　point　in　the　rise　of　CanadiaR　mu｝ticulturalism．

Characteristics　of　the　National　Brazil－bound　Emigration　Enterprises

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　Japan：

　　　　　The　Cases　of　Emigrants　from　Kumarnoto　and　Rokkaido

by

SAKAGUCHI　Mitsuhiro

　　The　national　policy　to　promote　the　emigratioR　enterprises　described

herein　was　composed　of　a　series　of　measures　advanced　by　the　Japanese

governmen£　to　eRcourage　migratioR　and　colonization　in　Brazil　during　the

period　from　1920s　to　1940s．　Those　measures　were　programs　such　as

assistance　to　defray　the　expenses　of　the　voyage　and　an　a｝lowance　for

outfitting　and　provisions．　The　seven　years　from　1928　to　1934　were　the　golden

age　of　Brazil－bound　migration，　and　the　number　of　emigrants　from　Japan

reached　more　than　90，000　in　total　during　the　period．　Focusing　on　the　poiRts

of　orlgin　for　those　moving　from　Japan　to　Brazil，　this　paper　will　discuss　two

major　subjects．

　　First，　using　the　data　obtained　from　the　boarding　lists　of　Brazi｝一bound

migrants伯刺西爾行移民名簿，　this　paper　analyzes　the　predominant　areas

（　266　）



from　which　the　emigrant　families　that　received　voyage　subsidies　from　the

government　came　and　illustrates　the　distribution　of　emigrants　with　maps．

Since　the　Home　Ministry　increased　the　total　amount　of　the　subsidy　for

voyage　expenses　in　ApriJ　1928，　most　emigrants　were　abie　to　receive　voyage－

expense　assistance，　which　was　200　yen．　This　was　the　beginning　of　the　Home

Ministrゾs　s曲sidy　for　fami圭y　emigration．　The　number　of　emigrants，　however，

was　also　inflttenced　by　economic　ups　and　downs，　and　it　did　not　increase　in　a

steady　fashion．

　　The　travel－preparation　subsidy，　which　was　started　in　August　1932，

drastically　altered　the　situation．　The　program　provided　5e　yen　for　travel－

preparation　expenses　for　each　app｝icant　to　the　program．　This　subsidy　served

as　pump　priming，　encouraging　exhausted，　poor　peasants　to　decide　to　go　to

Brazil．　After　the　start　of　the　al｝owance　for　outfitting　and　provisions，

prefectures　such　as　Akita　and　Yamagata　in　the　northeast　and　Saitama　and

Kanagawa　in　the　Kanto　region，　which　had　previously　produced　few　emigraRt

families，　began　to　provide　emigrants．　Taking　advantage　of　the　provisioR－

outfit　allowance，　emigration　enterprises　permeated　society　and　developed

nationally．

　　Kumamoto　was　one　of　the　“migration　prefectures，”　and　the　peak　of　the

Rumber　of　emigrants　from　that　prefecture　to　Brazil　came　in　1929－30．　The

leading　areas　for　emigrants　were　concentrated　in　the　reclaimed　land　belt　of

the　Yatsushiro　district．　Tenant　farmers　in　the　reclaimed　land　bek　of

Yatsushiro　paid　higher　reRts　compared　with　tenants　in　other　jttrisdictions

within　the　prefecture　and，　moreover，　farming　there　required　the　use　of　a

large　amount　of　manure．　The　rate　of　leaving　villages　was　higher　than　in

other　districts　and　the　number　of　many　big　tenancies　had　also　arisen．

　　Against　this　historical　and　environmental　background，　Kumamoto　became

one　of　the　chief　“migration　prefectures，”　a　major　source　of　permanent

emigrants　to　Brazil．

　　On　the　other　hand，　in　Hokkaido，　the　number　of　emigrants　for　Brazil

increased　rapidly　from　1932　to　1935．　One　direct　factor　in　the　rapid　growth　of

migrants　was　the　poor　harvest　in　1931，　as　a　result　of　which　people　who

suffered　serious　damage　were　expected　to　move　from　Hokkaido　to　Brazil．

Tokoro　and　Abashiri　in　eastern　Hokkaido　and　Kamikawa　in　northern

Hoklcaido　were　the　leading　sources　of　families　who　received　assistance　due

to　the　poor　harvest．　A　considerable　number　of　the　emigrants　came　from

families　that　not　only　received　assistance　for　the　poor　harvest　but　also　from

the　regular　subsidy　program．　The　flow　of　Brazil－bound　migrants　from
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Hokkaido　continued　till　1937．

　　　　Missionaries　in　Colonial　Korea：

The　Case　of　Japanese　Female　Teachers

　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　PARK　Sunmi

　　In　this　paper，　1　analyze　Japanese　female　teachers　who　traveled　to　colonlal

Korea　as　colonial　missionaries　based　on　viewpoint　that　recognizes　the

imperialist　se面me就s　that　motivated宅he　Japanese　women　who　can　be

regarded　as　upholding　the　Japanese　empire．　ln　section　one，　which　deals　with

the　period　from　the　early　1900s　to　just　after　the　annexation　of　Korea　by

Japan，　1　clarify　what　the　Japanese　women　saw　in　Korea　and　how　they

perceived　it．　ln　section　two，　1　examine　the　numbers　of　Japanese　female

teachers　there　were　in　Korea　at　the　end　of　the　Joseon　era　and　under　the

Japanese　occupation．　Lastly，　in　section　three，　1　analyze　how　Japanese　female

teachers　can　be　considered　as　upholding　the　Japanese　empire　when　facing

difficult　problems，　such　as　who　would　lead　undeveloped　Korea　and　teach　the

uncivilized　people　who　lived　there　as　we｝1　as　the　consciousness　of　the

teachers　and　their　role　in　colonlal　Korea．

The　Proximity　Principle　and　the　Movement　of　Waste

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　WATANABE　Kohei

　　The　generation　of　waste　is　almost　inevitable　in　daily　life　as　well　as　in

commercial　activities．　Historically，　waste　was　dealt　with　on　site　where　it　had

been　generated，　but　wlth　the　advent　of　urbaRisation　and　increased　use　of

materials　that　are　difficuJt　to　deai　with　on　site，　waste　has　come　to　be

collected，　transported，　and　treated　at　dedicated　facilities．　ln　most　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　264　）


